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中
田
幸
吉
富
山
県
知
事
逝
く

故
中
田
知
事
略
歴

大
正

4
年
ロ
月
7
日
生

昭
和
何
年
3
月

東
京
大
学
農
学
部
称
学
料
卒
業

農
麻
省
山
林
局
へ
入
る

昭
和
何
年
4
1
月

兵
役

昭
和
却
年
刊
月

復
員
、
農
林
省
林
野
局
勤
務

昭
和
ぬ
年
6
月

長
野
県
林
務
部
林
産
課
長

昭
和
お
年
5
月

長
野
県
称
務
部
長

昭
和
お
年
4
1
月

長
野
県
農
政
部
長

昭
和
お
年
6
月

林
野
庁
指
導
部
林
道
課
長

昭
和
制
年
2
月

富
山
県
農
地
部
長

(農
地
林
務
部
長
)

昭
和
制
年
位
向

富
山
県
知
事

昭
和
白
年
9
月
刊
山
臼
死
去
(
似
歳
)

謹
し
ん
で
御
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

ハ
表
紙
の
解
説
は
8
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
し
だ

の
和
と
愛
』

が
口
ぐ
せ

、，

55年 6月定例県議会で提案理由説明

する中田富山県知事 これが最後の

議会出席とな った

十知事公害ヘ御遺骨お迎え

2.御遺骨知事公害出発

3.式次第の概略説明及び故人の経歴紹介

4.御遺骨出迎え(祭主・葬儀委員長)

5.御遺骨入場先行(総務部長)一先導(祭主)

一御遺骨(遺族代表)一葬儀委員長一企

業管理者ーボーイスカウト

(，主よ、人の望みの喜びをJ-バッハ作曲二演奏)

6.叙位 ・叙勲伝達正4位勲2等瑞宝章

7.式次第(司会・知事公室長)

⑦開式

②黙祷

③祭文(祭主)

④弔詞(県議会議長)

⑤弔辞 [総理大臣 ・全国知事会会長

県選出国会議員代表・県内

市町村代表・友人代表

⑥弔辞奉呈

⑦弔電披露

⑧在りし臼を偲んで(生前の声など)

⑨献楽(富山室内合唱団「オーゼの死...1)

⑩代表献花 (祭主・葬儀委員長・喪

主・夫人・喪主夫人・

河合夫妻

大臣・冨会議員等関係

者100名
⑫謝辞(葬儀委員長・遺族代表)

⑬告別式(参会者・一般弔問者献花)

⑭御遺骨退場

⑪特別献花

本
日
午
前
三
時
三
十
五
分
、
中
田
幸
吉
富
山
県

知
事
、か
、
入
院
先
の
東
京
築
地
の
国
立
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
|

九
月
十
八
日
早
朝
、
号
外
や
テ
レ
ビ
で
伝
え
る
こ

の
悲
報
に
、
県
民
は
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

あ
の
ジ
ャ
ン
ボ
な
、そ
し
て
優
し
い
目
、
豪
快
さ
と

繊
細
さ
を
併
せ
持
ち
、
ま
じ
め
で
庶
民
的
。

「
人
の

和
と
愛
L

が
口
ぐ
せ
で
あ
っ
た
中
田
富
山
県
知
事
。

山
を
、
自
然
を
愛
し
、
ス
ポ
ー
ツ
万
能
で
カ
メ
ラ

は
ブ
口
並
み
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
は
特
に
バ
ッ
ハ
の

q 

愛
好
者
だ
っ
た
あ
の
中
田
幸
吉
氏
。

昭
和
四
十
四
年
十
二
月
二
十
七
日
、
公
選
四
代
田

の
富
山
県
知
事
に
初
当
選
。
以
来
三
期
、
十
年
九
力

月
に
わ
た
り
「
愛
と
繁
栄
の
県
政
L

を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
に
H

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
ら
富
山
県

に
繁
栄
を
も
だ
ら
す
ら
若
い
世
代
を
育
て
る
H

を

本
柱
と
し
て
推
進
し
て
き
だ
中
田
県
政
。

県
内
の
マ
ス
コ
ミ
の
調
査
(
ゐ
フ
年
六
月
)
で
は
、
長

期
の
療
養
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
支
持
率
七
十
釘
を
超

え
、
四
人
の
う
ち
ほ
ぽ
三
人
が
支
持
す
る
と
い
う
叡

字
が
物
語
る
よ
う
に
、
そ
の
業
績
は
実
に
大
き
い
も



の
が
あ
っ
た
中
田
幸
吉
富
山
県
知
事
は
、

い
ま
は
な

芯
構
想
で
県
政
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
。
手
堅
い
県
政

い
。
(
享
年
六
十
四
歳
)
。

を
行
っ
た
。
温
和
な
性
格
で
あ
っ
た
。

県
民
生
活
の

ー
ひ
か
り
を
北
陸
に

1
と
北
陸
新
幹
線
建
設
に
、

安
定
と
幸
福
に
よ
く
尽
く
さ
れ
た
。
高
校
の
三
・
七

異
常
と
も
思
え
る
く
ら
い
に
情
熱
を
傾
け
、
い
よ
い

体
制
是
正
の
決
断
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
誠
実
な
人
柄

で
、
思
つ
だ
こ
と
を
率
直
に
話
さ
れ
だ
。
意
見
に
は

よ
く
耳
を
傾
け
て
く
れ
だ
。
ゆ
っ
疋
り
し
た
ヤ
ん
が
の

よ
着
工
を
目
前
と
し
だ
時
に
・
:
。
そ
し
て
舎
秋
待
望

の
、
地
方
で
は
稀
育
と
も
言
え
る
県
立
近
代
美
術
館

が
完
成
す
る
と
い
う
こ
の
時
に
・・・。

風
格
。
や
さ
し
い
お
父
さ
ん
と
い
う
感
じ
。

ωの
広

グ
県
民
は
言
う
H

い
政
治
家
。
稀
に
み
る
ベ
ス
ト
、
ド
レ
ッ
サ
ー
。
気
さ

県
民
の
山
を
よ
く
つ
か
ん
で
い
た
。
信
念
の
あ
る

く
で
つ
ソ
の
な
い
人
柄
。

e
t
c
.
そ
し
て
「
そ
ん
な

人
だ
つ
だ
。
頼
り
が
い
の
あ
る
人
だ
っ
た
。
ざ
ん
新

に
病
気
が
重
か
っ
た
と
は
:
・
L

と
涙
ぐ
む
県
民
。

28 
日

県
民
会
館
で
富
山
県
葬

九
月
十
八
日
、
国
立
カ
ン
セ
ン
タ

ら県無 l
に知言か
迎事でら
えは帰杉
ら、宅並
れ瑳さし区

生きた上
そ子ニ故井
の夫 中 草
夜人田の
はに幸自
近 j戻吉宅
親な富に
者が山

到
着
。
庁
舎
の
付
近
一
帯
を
埋
め
尽

く
し
た
県
民
や
関
係
者
と
対
面
。

中
心
に
お
通
夜
。

十
九
日
午
後
二
時
か
ら
近
親
者
ら

昭
和
四
十
一
年
二
月
に
農
地
林
務

部
長
と
し
て
赴
任
以
来
、
知
事
在
職

に
よ

っ
て
、
し
め
や
か
に
密
葬
。

二
十
二
日
、
御
遺
骨
は
羽
田
か
ら

三
期
十
年
九
カ
月
を
併
せ
て
十
四
年

七
カ
月
間
、
部
長
時
代
に
は
第
二
十

回
植
樹
祭
を
見
事
に
遂
行
、
知
事
と

小
松
へ

。
在
り
し
日
に
情
熱
を
か
け

た
基
幹
交
通
網
の
主
軸
、
北
陸
高
速

自
動
車
道
を
一
路
富
山
へ

。
午
後
四

な

っ
て
県
民
の
信
託
に
応
え
、

時
五
十
五
分
、
な
つ
か
し
の
県
庁
へ

と
繁
栄
」
の
県
政
を
推
し
進
め
た
城

2ふ
戸

， 

「
富
山
県
庁
」。

善
政
を
追
憶
す
る
す
べ
て
の
人
達

の
胸
に
去
来
す
る
も
の
は
何
か
。
熱

い
悲
一課
が
溢
れ
る
惜
別
の
時
で
あ
っ
た
。

静
か
に
離
れ
て
い
く
御
遺
骨
に

「愛

在
り
し
日
の
中
田
知
事
の
遺
徳
を
し

の
び
、
し
は
し
疋
然
と
立
ち
つ
く
し

て
い
た
。

や
が
て
御
遺
骨
は
、
知
事
公
舎
を

く
ぐ
り
、
県
議
会
議
員
や
県
庁
幹
部

ら
に
迎
え
ら
れ
て
、
惜
別
の
情
を
あ

と
に
祭
壇
に
安
置
さ
れ
た
。

二
十
八
日
十
二
時
四
十
五
分
。
御

遺
族
に
抱
か
れ
た
御
遺
骨
は
、
故
中

田
幸
吉
富
山
県
知
事
富
山
県
葬
の
会

場
、
県
民
会
館
ホ

l
ル
に
向
け
て
知

事
公
舎
を
出
発
。
松
川
べ
り
を
静
か

に
進
む
車
の
列
は
、
県
庁
内
祭
壇
に

れ
て
会
館

弔
問
す
る
方
々
に
見
送
、

正
面
に
到
着
。
祭
主
巣
山
庄
司
(
知

事
職
務
代
理
者

・
副
知
事
)
、
葬
儀
委

員
長
浅
地
央
(
県
議
会
議
長
)
ら
が
迎

え
に
立
つ
。

了弓

富
山
室
内
合
奏
団
が
奏
で
る
か
主

よ
人
の
望
み
の
苔
び
を
々
(
バ

ッ
ハ
作

曲

)
が
流
れ
る
ホ
l
ル

へ
御
遺
骨
いか

入
場
、
弔
問
者
一
同
起
立
、
合
掌
し

て
迎
、
え
る
。

式
次
第
は
別
表
の
よ
う
に
執
行
さ

れ
た
が
、
在
り
し
日
を
し
の
ん
で
中

田
知
卓
の
雄
姿
や
芦
が
フ
ィ
ル
ム
℃

上
映
さ
れ
た
時
は
、
十
年
九
カ
月
の

追
憶
が
胸
を
か
す
め
る
の
か
、
暗
い

場
内
に
白
い
ハ
ン
カ
チ
が
動
く
の
が

印
象
的
で
あ

っ
た
。

長
身
で
あ
っ
た
中
田
知
事
を
ほ
う

ふ
つ
と
さ
せ
る
長
大
の
迫
彬
を
、
菊
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第
パ
|
ロ
ジ
ャ
ン
ボ
ヤ
ン
ワ
フ
工
ス
テ
イ

パ
ル
開
催

中
田
幸
吉
富
山
県
知
事
に
初
当
選

吉
田
前
知
事
よ
り
事
務
を
引
き
継
ぐ

中
目
黒
政
初
の
臨
時
県
議
会
開
会

北
陸
自
動
車
道
の
用
地
買
収
に
調
臼

県
議
事
堂
起
工
式
。

県
の
電
聾
機
運
転
を
開
始

中
小
企
業
機
械
貸
与
協
会
設
立

全
国
初
の
公
害
部
設
置

木
材
試
験
場
完
成

公
害
防
正
条
例
施
行

魚
津
総
合
庁
告
完
成

第
7
回
県
政
公
聴
会
を
開
催

第
4
次
黒
勢
総
合
計
直
決
ま
る

消
費
生
活
相
談
室
を
開
設

県
政
パ
ス
教
室
第
ぺ
|
号
発
車

桂
台
j
美
女
平
自
動
車
道
完
成

県
議
事
堂
完
成

県
立
自
然
公
圏
条
例
を
公
布

立
山
ル
ト
全
線
開
通

7 

県
営
工
業
用
水
道
富
山
新
港
脅
後
地
へ

結
水
開
始

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
発
足

常
陸
宮
御
夫
妻
御
来
県

第
7
回
富
山
県
青
年
の
船
出
航

7
・
9

98 

2718 

41010 

1 201 

老
人
医
療
費
問
成
制
度
発
足

日
米
知
事
会
、
訪
伯
県
人
会
視
察

自
然
環
境
保
全
基
金
、
水
源
柿
造
成
墓

〈
主
新
設

県
農
業
試
験
場
完
成

苗
木
無
料
配
布

呉
羽
ハ
イ
ツ
完
成

風
土
記
の

E
オ

フ

ン

結
績
予
防
全
国
大
会
に
秩
父
宮
妃
椴
下

御
来
県

県
公
害
セ
ン
タ
ー
完
成

県
森
林
水
産
会
館
完
成

ソ
連
知
事
団
来
県

ブ
ル
ー
ス
力
イ
計
画
を
苔
申

社
会
福
世
事
業
振
興
基
金
の
設
置

花
と
緑
の
銀
行
発
足

置
県
叩
周
年
記
会
式
典
開
催

4
・日

4
・旬

4
・m
A

只
υ
・4
1

5
m
 

1 11108 

3018521 

544 

919 1 

つ
/
・

41

7
・叩

主
的
児
医
療
の
公
費
負
担
を
開
始

中
田
知
事
中
国
を
訪
問

づ
/
・
引
山

9
・
7

黒
部
需
少
年
の
家
完
成

住
み
よ
い
富
山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画

を
決
定

9 
23 

9
・

U

叩
・3

紅
会
福
祉
総
合
施
設
設
立
総
会

第
7
回
健
康
増
進
の
だ
め
の
県
民
の
つ

ど
い
を
開
催

北
陸
自
動
車
道
小
杉
j
砺
波
間
開
通

北
陸
新
幹
綿
整
備
計
画
決
定

中
田
知
事
再
選

石
油
等
対
策
本
部
を
設
置

紅
会
教
青

・
「
メ
ボ
|
ツ
振
匪
墓
穴
歪
の
新

一設

1212121110 

22321316 

3
・

m
4
・
7

4
・nー

パ
]
J
什
ハ

4
・お

4
・
U

6
m
 

づ
/
・
ペ
ー

立
山
マ
イ
カ
ー
乗
り
入
れ
禁
正
を
決
定

ふ
る
さ
と
養
護
学
校
開
板

県
民
生
活
胃
新
設

全
国
初
の
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

吉
田
岡
総
合
庁
全
ロ
落
成

中
央
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ド
開
通

利
賀
川
ヲ
ム
完
成

ナ
チ
ユ
一
フ
リ
ス
ト
制
度
発
足

412121110 108877 

426171529 1 281 2010 

教
育
文
化
会
館
完
成

軽
費
老
人
ホ
ー
ム
九
重
荘
開
所

県
民
大
学
一
枚
重
季
大
学
開
枝

青
年
の
山
研
修
館
ガ
完
成

山
白
河
障
害
者
医
療
費
の
公
費
負
正
開
佐

北
陸
自
動
車
道
砺
波
j
金
沢
東
間
開
通

白
岩
川
ヲ
ム
完
成

富
山

・一
口
同
岡
バ
イ
パ
ス
全
線
開
通

呉
羽
少
年
自
然
の
家
完
成

「
う
ま
い
米
づ
く
り
の
村
し
を
設
置

4
・泊

5-m 

ハ
0
・0υ

県
民
公
園
「
頼
成
の
森
L

オ
ー
ブ
ン

運
転
教
育
セ
ン

タ

オ

フ

ン

中
田
知
事
に
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
連
盟
か

ら
「
だ
か
章
L

贈
呈

県
中
小
企
業
振
興
審
議
会
万
発
足

大
関
模
林
道
高
山
;
大
山
線
起
工

ス

ボ

ツ

リ

ー

ダ

パ

ン

7
始
動

ハ
0
・

m
9
・ぉ

9
・お

叩
・7

叩
・4

富
山
医
科
薬
科
大
学
開
学

花
陸
自
動
車
道
富
山
j
小
杉
間
開
通

2 1212 10 

1~ 2221 20 

富
山
空
港
ジ
ェ
ッ
ト
化
方
針
発
表

山
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
完
成

小
矢
部
川
流
域
下
水
道
計
画
を
決
定

お
お
や
ま
国
体

(
皇
太
子
倒
天
妻
御
臨

席
)

県
民
生
活
局
を
生
活
環
境
部
に
改
め
る

新
ブ
ル
ー
ス
力
イ
自
画
決
定

A
H

・4
l

A
U「
・
つ

/

4 
9 

県
高
等
教
育
機
関
整
備
企
画
推
進
本
部

ガ
発
足

県
中
小
企
業
安
定
基
金
協
議
会
万
発
足

H

ふ
る
さ
と
歩
道
μ

第
7
号
、
大
沢
野
御

前
山

・
相
通
峡
コ
l
ス
開
通

県
営
一
局
岡
武
道
館
ガ
完
成

県
水
産
試
験
場
完
成

摂
術
振
興
墓
金
の
新
設

超
音
波
診
断
乳
刀
ン
〈
検
診
車
「
あ
じ
さ

い口ぢ
L

巡
回
開
始

4
・

m
5
・お

5
・引

に
U

・
41

7
/
・
qi

7
・
5

公
選

4
代
目
の
知
事
誕
生

「
愛
と
繁
栄
L

の
中
田
県
政
ガ
名
実
と
も
に
ス
タ
ー
ト

中
田
知
事
ガ
「
行
政
の
(
合
聞
に
も
き
め
細
か
く
政
治
の

手
を
伸
は
し
芝
い
L

と
所
信
表
明

μ

八九品中舌同県
H

の
活
名
返
上
に
向
け
始
動

中
小
企
業
木
材
産
業
の
技
術
向
上
に
貢
献

県
民
の
率
直
な
意
見

要
望
を
聞
い
て
県
政
に
反
映

県
の
施
設
や
事
業
現
場
を
紹
介

棄
り
切
の
ま
ま
立
山
を
経
て
黒
四
ヲ
ム
か
ら
長
野
県
大

町
へ

く
ら
し
の
相
談
役
と
し
て
、
消
費
生
活
上
の
苦
情

談
に
町
じ
る
ほ
か
、
商
ロ
凹
テ
ス
ト
も
実
施

3
泊

4
日
の
日
程
で
重
の
寸
山

・
五
箇
山
を
御
訪
問

鰻
国

・
品
口
遺

・
香
港
へ

県
土
を
緑
で
つ
つ
み
ま
し
ょ
う
を
合
言
葉
に
、
中
田
知

事
が
苗
木
を
手
渡
す

こ
れ
に
よ
っ
て
硫
黄
酸
化
物
の
排
出
に
厳
重
な
規
制
万

一
，

設
け
ら
れ
る

県
土
を
花
と
緑
で
い
っ
ぱ
い
に

中
田
知
事
は
寸
置
県
百
年
へ
む
け
て
、
さ
ら
に
福
祉
と

環
境
整
備
に
力
を
入
れ
る
し
と
表
明

郡
山
平
副
首
相
ら
と
会
見
し
、
新
し
い
中
国
を
つ
ぶ
さ

に
視
察

昭
和
印
年
を
目
標
に
し

E
こ
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
は
¥
中

田
県
政
の
墓
本
施
策
の
集
大
成
。
内
容
は
わ
か
り
や
す

く
満
成
さ
れ
て
い
る

人
間
優
売
を
打
ち
出
し
と
若
人
の
祭
典
に

4
万
人
万
参

nHHUハV
内
叶
J

↓パ
イ
ル
シ
ヨ
ツ
フ
へ
の
敏
速
な
対
応

富
山
出
市
五
福
j
小
杉
黒
河
間

8

9
キ
ロ

立
止
¢
巨
然
を
抗
力
り
や
す
く
解
説
し
、
登
川
凶
安
一
口
ら
に

百
評

生
涯
教
育
の
普
及
を
目
標
に
呂
橿
の
講
座
ガ
開
か
れ
疋

う
ま
い
米
づ
く
り
推
進
と
農
家
の
生
産
意
欲
向
上
の
だ

め
県
内
田
力
所
を
指
定

中
田
県
連
盟
長
の
下
、
県
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
人
口
は
、

人
口
比
で
全
国

2
位
、
北
信
越
ぺ
|
位
に

呂
橿
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
を
紹
介
し
、
μ

県
民

7
人
?
ス
ポ

ー
ツ
μ

を
推
進

青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
等
に
大
い
に
活
用
さ
れ
る

H
E
L
に
美
と
力
と
友
情
と

Hを
テ
ー
マ
に
史
上
最
高
の

4
1
9
2
6人
ガ
熱
戦
を
展
開

日
年
度
に
工
場
ガ
使
用
す
る
燃
料
中
の
硫
黄
を

0
・4
4

肝
に
減
少

郷
土
に
生
き
ガ
い
求
め
る
青
年
の
だ
め
魅
力
あ
る
旭
万

大
学
づ
く
り
を
棟
討

全
国
初
の
こ
の
横
診
車
は
ヴ
ル
ブ
、
団
体
等
の
求
め

に
応
じ
て
巡
回

当選後の初登庁(45年|月 5日)

この日から「愛と繁栄の軌跡」が始まる

花
や
立
山
杉

で

問
ん
だ
大
き
な
れ
ハ
小
凶

に
献
花
す

る
人
々

の
目
が
熱
い

。

約

四
千
人
強

の
弔
問
を
交
け
、
御
遺

骨

は
退
場
。
最
後
の
お
別
れ
を
し
た
の

が
午
後

四

時
三
十
分

で
あ
っ

た
の

。

中
田
知
事
、
本
当
に
長
い
間
御
苦

労
様
で
し
た
。

長
こ
に
生
前
の
御
活
躍
の
雄
姿
の

一
部
を
掲
載
し
、
謹
ん
で
哀
悼
の
意

を
表
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

相

置県90周年記念式典開催 100周年めざし決意

も新たに中田県政は歩む(48年 5月9日)

伊が戸山磁器際:::J'"， ...... 
干 減添 い..J ~ a=
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立
山
自
然
保
護
セ
ン
タ
ー
完
改

富
山
新
港
ク
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
建
設
着
手

活
宮
僚
初
¢
御
来
県

第
7
回
青
少
年
美
術
展
開
催

消
費
者
問
題
懇
談
会
開
<
(
全
国
初
)

富
山
県
営
駐
車
場
オ
ー
ブ
ン

県
富
極
楽
坂
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
|
場
オ
ー

ブ
ン

県
埋
蔵
文
化
問
セ
ン
タ
ー
完
成

小
杉
流
通
業
務
団
地
造
成
用
地
の
覚
書

に
調
印

交
通
管
制
セ
ン
タ
開
所

緑
化
セ
ン
タ
ー
設
置

「
み
ん
な
の
県
政
推
進
委
員
会
」
設
置

置
県
の
日
に
♂
!
日
所
長
L

を
実
施

常
陸
宮
御
夫
妻
御
臨
時
で
「
全
国
野
鳥

保
護
の
っ
と
い
」
を
開
催

県
民
ス
ポ
ー
ツ
大
学
按
開
授

県
政
親
子
パ
ス
教
室

ス

ヲ

ト

社
会
福
祉
総
合
施
設
に
高
志
学
園
、
一
口
闘

志
養
護
学
校
ガ
開
絞

三
笠
宮
御
夫
妻
迎
え
全
国
レ
フ
リ
工
|

シ
ヨ
ン
大
会
開
幕

県
青
少
年
保
護
育
成
条
例
施
行

52 
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中
田
知
事
、
日
ソ
漁
業
受
渉

日
中
ヲ
ム
建
設
事
務
所
開
所

し
ら
と
り
養
護
学
授
開
椋

立
山
山
ろ
く
中
規
僕
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
旭
区
整
備
事
業
着
手

県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
完
成

訪
ソ

県
民
大
学
棋
に
専
門
講
座
を
新
設

県
営
子
撫
川
ヲ
ム
完
成

中
田
知
事

「
ブ
ラ
ジ
ル
日
本
移
民
苅
周

年
記
念
式

F
出
席
の
疋
め
ブ
ラ
ジ
ル
ヘ

広
域
基
幹
林
道
大
辻
山
線
起
工

富
山
職
業
訓
練
短
期
大
学
開
根

県
民
会
館
内
山
分
館
オ
ー
ブ
ン

五
箇
山
刀
利
自
然
休
養
村
開
園

県
青
年
の
船
農
業
部
門
〈
初
)
戸
メ
リ
力

ヘ
出
発

県
営
角
川
ヲ
ム
完
成

東
海
北
陸
道
整
備
計
画
決
定

県
立
美
術
舘
収
蔵
昨口回
展

新
幹
線
対
策
室
を
設
置

子
撫
川
浄
水
場
通
水
を
開
始

相
通
川
工
業
用
水
ガ
給
水
開
始

立
山
山
ろ
く
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
開
発

欄
を
設
立

古司士
山
捜
産
ホ
ー
ム
ガ
完
成

産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始

勤
労
者
い
こ
い
の
村
富
山
オ
ー
ブ
ン

国
際
児
童
年
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
来
県

県
営
弓
道
場
ガ
オ
ー
ブ
ン

富
山
貿
易
情
報
セ
ン
ヲ
l
オ
ー
ブ
ン

東
京
富
山
会
館
オ

フ

ン

県
立
美
術
館
着
工

県
立
中
央
病
院
に
担
命
較
急
セ
ン
タ
ー

ガ
オ
ー
ブ
ン

県
体
に
第
3
部
(
健
康
・体
力
づ
く
り
の

部
)
ガ
新
設

東
ぺ
|
回
現
地
農
政
懇
談
会
開
会

国
道
市
号
全
線
改
良
開
通

富
山
医
科
薬
料
大
に
付
属
病
院
完
成

健
康
増
進
セ
ン
タ
起
工

第八ン北
1尾陸
回中科
老顔学
人工技
若業術
返団情
りi也報
祭実セ
り施ン
開設タ
察dt 1 

を万
発|
注ブ

県
人
口
川
万
人
突
破
を
確
認

県
立
高
校

6
枝
新
設
を
決
定

第
4
l

回
ジ
ョ
ギ
ン
グ
教
室
開
枝

富
山
空
港
弧
張
整
備
決
定

県
漁
業
謂
査
船
立
山
丸
殴
工

県
政
物
価
パ
ス
教
室
第
?
号
発
章

第
ぺ
|
回
婦
人
問
題
懇
話
会
開
く

6
月
定
例
県
議
会
で
中
田
知
事
最
後
の

演
壇
に
立
つ

富
山
人
材
銀
行
オ
フ
ン

自
然
博
物
園
セ
ン
タ
ー
起
工

山
易
障
害
者
福
祉
パ
ス
寸
お
お
ぞ
う
」
ガ

ス
タ
ー
ト

富
山
市
で
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
決
起

大
会
開
く

砺
波
青
少
年
の
家
オ
ー
ブ
ン

県
営
高
岡
駐
車
場
完
成

北
陸
新
幹
線
加
越
ト
ン
ネ
ル
調
査
坑
試

掘
着
工

消
費
者
の
声
を
直
撞
聞
い
て
消
費
者
行
政
に
反
映

フ
ラ
ン
ス
生
ま
れ
の

4
人
乗
り
カ
プ
セ
ル
型
ゴ
ン
ド
ラ

は
北
陸
初
、
全
国
で

4
番
目

富
山
市
内
の
信
号
機
を
コ
ン
ビ
ユ
タ
で
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
、
車
の
流
れ
ガ
円
滑
に

県
民
ガ
県
政
に
参
加
す
る
中
か
ら
自
治
意
識
を
高
め
て

も
ら
い
住
み
よ
い
富
山
県
つ
ぐ
り
を
し
よ
う
と
、
苔
界

代
表
者
竹
人
を
委

「
育
て
よ
う
/
・野
鳥
の
軟
う
豊
か
な
自
然
L

を
テ
ー
マ
に

県
外
か
ら

3
0
0入
、
県
内
力
ら

7
0
0
0人
ガ
参
加

第
?
回
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
は
、
東
洋
の
魔
女
を
育
て

だ
故
大
松
痔
文
氏
を
講
師
に
招
く

青
少
年
に
奇
書
芯
図
書
等
を
指
定
し
、
販
売
禁
正
に
す

る
等
厳
し
く
取
締
る

実
社
会
で
す
ぐ
に
役
立
つ
技
術

・
技
能
の
免
許
取
得
を

中
山
と
し
疋
学
府
を
意
図
し
だ
も
の

点
目
標
と
し
て
、
若
者
ガ
多
い
活
力
あ
る
人
口
構
成

と
、
豊
一
か
で
山
の
か
よ
い
合
う
社
会
の
実
現
を
ガ
か
げ

る目
黒
営
か
ん
ガ
い
排
水
事
業
等
着
工
の
運
び
に

獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
へ
の
転
換
目
指
し
て
マ
ヲ

イ

・
フ
ル
マ
工
ビ
の
採
卵

・
フ
化

・
椎
魚
を
胆
流

魚
津

街
地
の
水
害
の
悩
み
ガ
解
消

吉岡岡
・氷
見
・小
矢
部

3
市
と
福
岡
町
の
水
不
足
を
解
消

富
山

・
一口間岡

・
新
湊

・
射
水
地
区
の
工
場
ヘ
巳
量
何
万

ト
ン
を
給
水

中
小
企
業
に
各
種
情
報
を
提
供

近
的
叩
人
立
ち
、
遺
的
6
人
E
ち
の
射
場
を
設
け
、
夜

間
照
明
も
完
備

富
山
市
販
南
公
園
に
建
設
さ
れ
る
。
日
年
旬
月
に
完
成
、

日
年
初
夏
に
閑
語
す
る
予
定

第
3
決
瓢
急
医
療
施
設
と
し
て
問
時
間
体
制
で
オ
ー
プ

ン
し
疋
セ
ン
タ
ー
は
、

C
Tス
キ
ャ
ナ
ー
な
ど
最
新
医

療
機
器
を
配
備
し
て
い
る

従
来
の
競
技
ス
ポ
ー
ツ
(
4
1

・
2
部
〉
に
加
え
て

3
部
ガ

設
け
ら
れ
疋
こ
と
で
、
文
字
ど
お
り
県
民
総
参
加
の
察

典
と
な
っ
疋

成
人
病
予
防
と
健
康
づ
く
り
の
中
額
墓
地

日
年

7
月
ぺ
|
日
現
在
の
県
人
口
は

7
7
0万
7
4
1
0人

と
な
っ
疋

日
年
j
m年
に
富
山
市
水
橋
、
呉
羽
、
福
岡
、
大
門
田

に
4
椋
を
建
設

空
港
ジ
ェ
ッ
ト
化
ヘ
。
開
港
予
定
日
年

生
産
・
流
通
施
設
を
紹
介
し
、
物
価
の
し
く
み
を
目

見
、
膚
で
感
じ
て
い
だ
だ
く

「
国
連
婦
人
の
叩
年
」
の
中
間
年
を
迎
え
、
婦
人
を
と
り

ま
く
問
題
に
つ
い
て
、
呂
界
各
層
の
代
表
者
に
話
し
合

っ
て
も
ら
い
、
県
施
策
に
反
映
さ
せ
る

席
上
、
中
田
知
事
は
新
幹
線
着
工
に
む
け
て
、
な
み
な

み
な
ら
ぬ
決
意
を
表
明
。
こ
の
大
会
ガ
中
田
知
事
最
後

の
公
式
行
事
へ
の
出
席
と
な
っ
疋
。

日本ボーイスカウ卜富山県連盟長として
スカウ卜たちから絶対の信頼を得ていた県民とのふれ合いを大切にし 知事と語る会など

を催し 多 くの方々の意見や要望もつぶさに聞く

ことに努めた

県土を緑でつつもうと植樹や花と緑の銀行 みどりの
少年団組織など その夢は限りなく続け られた. 

・・k選j~t 



発
行
し
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ

昨
年
山
月
、
富
山
商
仁
会
議
所
ビ
ル
に

オ
ー
プ
ン
し
て

一
年
半
。
こ
の
問
、
情
報

相
談
、
資
料
閲
覧
に
訪
れ
た
の
は
延
べ

千
瓦
百
人
に
達
し
て
い
ま
す
。

広
々
と
し
た
資
料
閲
覧
室
に
は
図
書
が

s

e

d

千
冊
、
雑

ι七
十
一二
崎
、
機
関
誌
百
4
十

誌
、
新
聞
二
十
7

紙
な
ど
を
開
放
式
に
陳

第

3
次
産
業
の
分
類

-
事
業
所
向
け
サ
ー
ビ
ス

卸
売
業
、
運
輸
通
信
業
、
情
報
処
理
業

な
ど
事
業
活
動
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ

る
サ
ー
ビ
ス
産
業

-
個
人
向
け
サ
ー
ビ
ス

小
売
業
、
飲
食
店
、
旅
館
業
、
理
容
業

な
ど
消
費
者
を
対
象
と
し
た
広
い
サ
ー

ビ
ス
産
業

av公
共
サ
ー
ビ
ス

医
療
、
教
育
、
社
会
福
祉
な
ど
の
公
共

的
な
サ
ー
ビ
ス

列
。
こ
の
は
か
、
県
内
産
業
の
業
荷
別
フ

ァ
イ
ル
九
十
冊
、
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
行
本
も

肘
立息
さ
れ
て
い
ま
す
。

情
報
相
談
に
み
え
た
人
に
は
専
門
の
相

談
討
が
応
対
し
、
必
要
な
情
報
を
提
供
し

て
お
り
、
中
小
企
業
家
必
読
と
も
い
え
る

情
出
を
盛
り
込
ん
だ
月
刊
情
報
誌
を

4

一間

こ
の
は
か
、

ー
が
行
な

っ
て
い
る
特

色
あ
る
事
業
は
関
連
業

界
ご
と
の
情
報
懇
談
会
。

噂
』
れ
は
、
例
・え
ば
住
宅
、

関
述
業
界
と
い
う
共
人
口

に
、
関
連
業
界
川
の
情
報
交
換
の
場
を
提

供
し
、
他
の
業
界
の
ニ
ー
ズ
も
吸
収
し
ょ

こ
の
二
つ
の
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
れ

ぞ
れ
貿
易

・
技
術
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
て
い
ま
す
が
、
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
を

う
と
い
う
も
の。

さ
ら
に
こ
と
し
九
月
か
ら
は
外
国
文

含
め
た
こ
れ
ら
三
セ
ン
タ
ー
は
、
相
-
札
に

献
の
翻
訳
サ
ー
ビ
ス
も
行

っ
て
い
ま
す
。

一
連
併
を
と
り
な
が
ら

体
的
な
情
報
サ
l

こ
れ
は
、
企
業
が
外
凶
文
献
等
の
翻
訳
を

ピ
ス
を
行

っ
て
い
ま
す
。

す
る
際
の
不
仰
を
解
消
し
よ
う
と
す
る
も

な
お
、
北
陸
科
学
技
術
情
版
セ
ン
タ
ー

で
は
、
東
京
の
日
本
科
学
技
術
情
報
セ
ン

の
で
す
。

こ
の
産
業
情
報
セ
ン
タ
ー
が
活
躍
し
て

タ
ー
で
収
集
し
た
世
界
の
科
学
技
術
文
献

を
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
端
本
機
を
利
川
し
て

い
る
市
山
商
工
会
議
所
ビ
ル
九
階
に
は
、

検
索
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

ジ
ェ
ト
ロ
富
山
貿
易
情
報
セ
ン
タ
ー
、
北

(
表
紙
は
セ
ン
タ
ー
に
備
え
ら
れ
た
情
搬

陸
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
も
設
置
さ
れ

資
料
)

て
い
ま
す
。

桑と健康の週間

暮 らしに花を ・心に潤いを

テュ リ y プを日栄かせよう

こんに ちは /県警音楽隊です

心がけ よ う玄全運転

新雪期の山岳遭難防止

かしこい消費者@

消費者信用を考え る 24~25 

ト ピ ッ クス ・ 県正大の動き ・ お知ら せ一一一一一一一26~27

家庭の省エネルギー ・ここが;f、 イント 28 

10月のテレビ広報 28 

9月 1日防災の日

伏木で石油コンビナー卜防災訓練 表 3

県立図書館はあなたの調査部 表 4

10月 号 . もくじ 活躍続ける産業情報セ ンター 表紙 ・8
e 中国幸吉富山県知事逝〈 表 2 ・ 1 ~ 7

上昇率低い県内第 3次産業

県産業績造研究会が報告

市町村民話⑬城端町

縄がi也のお女郎はん

中高年齢者雇用 ・60歳へ定年延長

を実現し よ う

昭和56年は国際障害者年

完全参加と平等 一一一一一一16

身近な自然のスライド写真を募集一一一一一一一一一一 17

へき地医療に挑む

自治医大卒の若き医師の活躍 18~ 19 

相談室ぬ 20 

20~21 

市

i
円
ノ

ι

コJ
R

d

J

内

/

』

門

ノ

』

円

/

』

円
/
』

9 ~ 11 

臼

12~ 13 

14戸~ 15

《豊
か
で
住
み
よ
い
地
減
社
会
》

「豊
か
で
住
み
よ
い
地
域
社
会
し
を
つ
く

る
上
で
¥
第
三
次
産
業
の
果
疋
す
役
割
に

は
大
き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
単
に
就
業

の
場
と
し
て
だ
け
で
な
く
¥
他
の
産
業
の

活
動
を
助
け
る
機
能
と
し
て
¥
人
々
の
生

活
の
便
利
さ
¥
快
適
さ
を
高
め
る
も
の
と

9 

し
て
¥
今
後
の
第
三
次
産
業
の
発
展
、
振

興
に
期
待
ガ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
だ
め
¥
富
山
県
産
業
構
造
研
究
会

ハ
会
長

・
鍬
田
邦
夫
富
山
大
学
教
侵
〉
で
は

富
山
県
の
第
三
次
産
業
の
問
題
点
と
振
興

方
策
に
つ
い
て
¥
五
十
三
年
以
来
調
査
研

究
を
進
め
て
き
ま
し
だ
。

し
よ
う
。

以
下
、
そ
の
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま



全
国
比
で
下
位
に
ラ
ン
ク

県
民
所
得
順
位
の
低
下
に
も
影
響

富
山
県
の
第
三
次
産
業
の
動
き
を

て
い
ま
す
が
、
全
国
と
比
較
し
た
場

み
る
と

そ
の
比
重
は
年
々
上
昇
し

合
に
は
、
ま
だ
低
い
状
況
に
あ
る
と

第 3次産業の推移

10 

。

第

3
次
必
業
就
業
人
U
隣
成
比

。。

35年

4M  Jfシ';J2-5巾 l
全二二---~ 

富国 ' パ行146.b4!日
山~ 4~ .b I ~ ，-.，_. 
県~ r寸

38.8悶 7 刊
「一ー

第3i大必業純生産憐成比 (00) 56.1 
A 

50年45年

全
国

富
山
県

60 

50 

40 

図 l

(%) 

30 

20 

い
え
ま
す
。

特
に
、
第
三
次
産
業
の
県
内
純
生

産
に
お
け
る
構
成
比
は
、
昭
和
三
十

五
年
か
ら
五
十
年
に
か
け
て
大
幅
に

低
下
し
て
い
ま
す
。
(表

1
)
そ
し
て

屯気、力、、ス、水道業は、第3;大，{業には合めていない。

こ
の
こ
と
は
県
民
所
得
順
位
の
低
下

に
も
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

て
い
ま
せ
ん
。

低
い
サ
ー
ビ
ス
支
出

富
山
県
の
家
計
消
費
支
出
の
特
徴

と
し
て
耐
久
消
費
財
へ
の
支
出
が
多

く
、
そ
の
反
面
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支

出
が
少
な
く
な

っ
て
い
ま
す
。

人
口
集
積
の
低
さ
と

老
齢
化
の
進
行

第
三
次
産
業
の
発
展
の
た
め
に
は

人
口
の
集
積
が
重
要
な
要
素
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
富
山

県
の
人
口
の
動
き
を
み
る
と
、
昭
和

三
十
五
年
以
降
の
約
十
年
間
は
減
少

ま
た
は
横
ば
い
で
す
し
、
そ
の
後
の

上
昇
率
も
高
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
県
内
の
人
口
老
齢
化
は
全

国
平
均
を
大
き
く
上
回
る
ペ

l
ス
で

進
ん
で
お
り
、
こ
れ
も
大
き
な
要
因

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
民
の
意
識
に
も

問
題
、が

昨
年
の
県
政
世
論
調
査
に
よ
り
ま

す
と
、
将
来
富
山
県
が
工
業
県
と
し

て
発
展
す
る
こ
と
を
望
む
人
が
多
く

な

っ
て
い
ま
す
。

ま
た

H
K
の
県
民
意
識
調
査

こ
の
よ
う
に
富
山
県
の
第
三
次
産

業
の
発
展
が
遅
れ
て
い
る
原
因
と
し

て
、
研
究
会
で
は
次
の
点
を
指
摘
し

て
い
ま
す
。

弱
い
産
業
聞
の
連
携

生
産
過
程
で
、
第
一
、
二
次
産
業

と
第
三
次
産
業
と
は
互
い
に
依
存
し

あ

っ
て
い
る
も
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

富
山
県
の
場
合
、
こ
の
結
び
つ
き
が

弱
く
、
他
の
産
業
の
発
展
が
必
ず
し

も
第
三
次
産
業
の
発
展
に
つ
な
が

っ

を
み
る
と
、

「
ふ
だ
ん
の
生
活
を
切

リ
つ
め
て
も
お
金
や
財
産
を
残
し
た

い
」
と
す
る
人
が
か
な
り
高
く
な

っ

10 

て
お
り
、
サ
ー
ビ
ス
支
出
面
の
特
徴

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

第

3
次
産
業
振
興
の
た
め
に

そ
の
役
割
の
理
解
が
重
要

第
三
次
産
業
を
考
え
る
場
合
、
次

の
三
点
が
重
要
だ
と
ニ一一
口
え
ま
す
。

表 1.富山県の全国での位置

35年 50年

1人あた

リ県民所 9 15 

得JIi員位

第

県内
2 
次 12 15 

主主
産

生
業

構成

よ七
第

JII貢
3 位
次 12 36 

産業

人口l順位 34 36 

役
割
を
、
十
分
に
認
識
す
る
必
要
が

そ
し
て
三
つ
め
は
、
第
三
次
産
業

の
特
性
に
留
意
し
て
、
地
域
の
実
情

あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

に
即
し
た
対
応
策
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

基
本
的
施
策
の
方
向

行を策次て

と 産業を 、 こ

っ し 構造産業 れてて ら
い、振の

てま 次の 興す研 こと

よう たる 会究 原を

なめは点

提言 方の 三第 しと

持 げ

雪福三
次 め ま
産 担 す
業 官民 。

む興
今
後
ま
す
ま J

す

高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
新
し
い
技

術
の
開
発
と
人
材
の
養
成
の
た
め
の

技
術
訓
練
が
必
要
で
す
。

教
育
・
医
療
の
充
実

教
育
と
医
療
の
充
実
は
、
県
民
が

産
業
基
盤
を
整
備
す
る

行
政
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
し
て

交
通
体
系
と
都
市
環
境
の
整
備
、
産

必
要
と
し
て
い
る
も
の
の
中
で
も
上

業
や
消
費
者
の
必
要
と
す
る
情
報
の

提
供
、
資
金
調
達
方
法
の
補
強
を
あ

位
に
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
充
実
は

人
口
の
集
積
と
産
業
の
誘
発
の
面
か

ら
も
大
き
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

文
化
観
光
の
促
進

地
域
経
済
の
発
展
に
と

っ
て
観
光

の
果
た
す
役
割
に
は
大
き
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
富
山
県
は
、
こ
れ
ま
で

自
然
観
光
に
力
点
が
お
か
れ
て
き
ま

し
た
が
、
今
後
は
文
化

・
歴
史
を
対

象
に
し
た
観
光
資
源
の
開
発
を
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。

目一ハ

いし急

てま て、 』取号 以上

次の
の京且点
点むを
がべふ
指き ま

摘具体 え
きて
れ策
てと早

V
第
三
次
産
業
振
興
の
基
礎
と
し
て

所
得
、
雇
用
、
都
市
形
成
に
果
た
す

役
割
を
県
民
の
み
な
さ
ん
に
理
解
し

ま
ず
一
つ
は
、
各
産
業
は
互
い
に

依
存
し
合

っ
て
い
て
、
各
産
業
の
均

整
の
と
れ
た
発
展
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

二
つ
め
は
、
今
後
の
富
山
県
の
産

業
の
知
識
集
約
化
の
た
め
に
果
た
す

勺
t
抗

争

、九戸

初

ゆ

れ

い

岨

げ

，

，
守

培

体

e~ 

施

て
も
ら
、
っ
。

V
情
報
機
関
の
整
備
や
文
化
施
設
へ

の
重
点
的
な
投
資
な
ど
、
都
市
機
能

の
整
備
を
進
め
る
。

V
産
業
展
示
館
の
建
設
や
魅
力
あ
る

商
屈
街
づ
く
り
な
ど
、
商
業
機
能
の

強
化
を
は
か
る
o

v観
光
事
業
に
従
事
し
て
い
る
人

の

研
修
や
文
化
財
観
光
ル

l
ト
の
設
定

11 

策

な
ど
、
観
光
の
振
興
を
図
る
。

V
中
小
企
業
研
修
セ

ン
タ
ー
の
整
備

や
中
小
企
業
大
学
校
の
地
方
分
校
を

誘
致
す
る
な
ど
の
人
材
の
養
成

V
産
業
聞
の
連
携
を
強
め
、
第
三
セ

ク
タ
ー
の
役
割
を
重
視
す
る
な
ど
、

総
合
的
な
産
業
振
興
策
を
推
進
す
る
。



高齢化社会がやっ
昭
和

ω年

全
国
べ

l
ス
で
行
っ
た
雇
用
管
理

調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
わ
が
国
の
一

律
定
年
制
の
定
年
年
齢
の
う
ち
、
六

十
歳
が
お
よ
そ
四
割
に
達
し
、
こ
こ

一
一
{
}
三
年
の
う
ち
に
五
割
に
達
す
る

400
0 

も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。
(
図

2
)

高
齢
者
の
一雇
用

の
安
定
、
確
保
の

た
め
に
、
国

・
県
で
は
定
年
延
長
の

促
進
を
図

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
高
齢
者
の
再
就
職
が
著

し
く
凶
雑
で
あ
る
こ
と
、
高
齢
者
の

300
0 

職
業
知
識
と
豊
か
な
経
験
を
有
効
に

生
か
し
う
る
の
は
同
一
企
業
内
で
あ

200
0 

一律定年制実施企業における60歳定年割合

-...........___構成比 l

刷業))IJ"""""___ I 

100人以卜 l

る
こ
と
、
今
後
の
労
働
力
高
齢
化
に

作
い
若
年
労
働
力
が
必
然
的
に
不
足

す
る
の
で
中
高
年
齢
者
を
有
効
活
用

す
る
体
制
を
と
る
必
要
が
あ
る
こ
と

100
0 

等
の

理
由
で
ん
ど
年
延
長
が
望
ま
し
い

と
考
、
え
る
か
ら
で
す
。

ド
事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
労
使

の
合
立
を
図
リ
な
が
ら
、
ま
た
、

、各

棺
の
定
年
延
長
等
に

つ
い
て
の
段
助

措
置
の
活
用
を
図
リ
な
が
ら
、
六
十

歳
定
年
一
般
化
を
広
げ
る
た
め
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

図 2

5 
人

全{f
目入
率立
す露

年
己時
古代
富 へ
山

わ
が
国
の
高
齢
化
社
会
へ
の
移
行
は
ア
メ
リ
カ
の

四
倍
、
イ
ギ
リ
ス
の
三
倍
と
い
う
ス
ピ
ー
ド
で
進
行

一
万
、
最
近
の
労
働
市
場
の
動
向
を
み
て
み
ま
す

と
、
常
用
有
効
求
人
倍
率
は
再
び
水
面
下
へ
と
下
降

し
て
い
ま
す
。
全
労
働
力
人
口
に
占
め
る
五
十
五
歳

以
上
の
割
合
を
み
て
も
、
昭
和
五
十
年
の
十
五

・
一

山
れ
か
ら
、
六
十
年
に
は
十
八

・
四

rへ
と
高
ま
る
も

の
と
予
想
さ
れ
、
近
い
将
来
、
五
人
に
一
人
が
高
齢

し
、
こ
と
に
中
高
年
齢
者
層
を
と
り
ま
く
一
雇
用
環
境

は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
国

・
県
に
お
い
て
は
、
こ
の
十
月
を

「中
高
年
齢
者
雇
用
促
進
月
間
L

と
定
め
、

一雇
用
促
進

者
と
い
え
る
時
代
を
迎
え
る
こ
ル
-
は
明
ら
か
で
す
。

の
た
め
の
一
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

事
業
主
の
み
な
さ
ん
に
は
、
定
年
の
延
長
、
中
高

年
齢
者
の
雇
用
促
進
に
努
め
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

12 

ま
た
、
富
山
県
の
場
合
、
高
齢
化
は
も

っ
と
早
い

ス
ピ
ー
ド
で
推
移
し
て
お
り
、
全
国
水
準
に
比
べ
十

年
も
早
く
高
齢
化
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

(昭和60年度)

(昭和160年度)

労働力人口の構成

(Ill:{刷]50年度)

総理府「国勢調査」

(昭和50年度)

日
歳
1
m
u
歳

品
歳

1
臼
歳

必
歳

l
川
別
歳

日
歳

l
M歳

図 l

回
ハ
出

‘・、

v
m歳
定
年
の
一
般
化
を
目
指
し
て

明号40.4
0
0

ロ-

J 30.8uo 

30.1 Uo 

J 25.10
0 

23.10
0 

:::::J 22.8% 
19.7% 

『

Beh----Fi--E
・E
・-rEhr-
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人

上

ハU
u

n

H
u

f

j
へ

のV

ハU

ドム

叩

叩
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~

~

川

ハ
u

n

u

h

HHJ

n
H
V

ハH
U

U

』

円

J

n

U

!

‘

100-300人 l

構成比 (%)

定年年齢延長について

延長を望む
今のままで 定年年齢前

定年制廃止 関心がない わからないよし、 定年扱い

調査者計 30.8 24.0 13.5 9.2 13.0 I 8.3 

男子計 33.9 24.8 14.7 8.7 1l.2 5.8 

19歳以下 18.6 1.:.t'.5 12.9 5.7 25.4 18.7 

20-24歳 20.6 16.4 14.1 9.9 27.7 10.1 

25-29歳 27.0 22.1 17.3 8.8 16.8 7.6 

30-34歳 33.1 2l.3 18.7 7.4 13.2 5.6 

35-39歳 38.7 25.8 13.6 9.1 6.9 5.2 

40-44歳 39.9 30.7 13.0 7.7 4.0 3.6 

45-49歳 42.0 32.0 1l.7 9.1 2.4 l.8 

50-54歳 45.5 29.8 10.8 7.7 l.2 3.5 

55-59歳 4l.8 30.7 7.4 14.1 l.7 3.2 

60歳以上 32.4 33.6 7.7 14.0 4.3 7.0 

女子計 22.6 2l.9 10.7 10.5 17.8 14.5 

19歳以下 1l.0 20.4 8.7 9.1 25.7 2l.2 

20-24歳 20.2 16.0 12.8 8.9 23.9 17.0 

25-29歳 23.9 16.7 1l.1 13.9 19.3 13.0 

30-34歳 26.2 19.0 14.4 9.0 14.2 14.0 

35-39歳 27.6 27.1 9.1 7.0 1l.6 15.7 

40-44歳 26.0 32.8 7.5 12.9 10.5 8.7 

45-49歳 27.4 37.3 6.1 12.8 6.5 7.7 

50-54歳 29.2 37.3 7.1 . 12.1 3.2 8.7 

55-59歳 30.4 26.4 9.7 14.0 5.4 10.3 

60歳以上 25.1 37.2 3.2 15.0 l.9 17.7 
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] 27.6% 

(注)重複回答有 〔資料出所〕労働省 「勤労者の職業生活に関する意識調査J (昭和52年7月)

21.2% 

定年制に関する勤労者意識表 l



-
小
さ
な
子
に
読
ん
で
あ
げ
て
く
だ
さ
い

縄
、
か
池
の
お
女
郎
は
ん

な
ん
で
も
千
年
も
前
の
話
じ
ゃ
か
ら
、
気
の
遠
く

な
る
よ
う
な
昔
の
こ
と
じ
ゃ
。

蓑
ハ合
に
藤
太
ち
ゅ
う
若
者
、
ガ
い
て

の

|
¥
こ
れ
、
ガ

武
芸
百
般
と
い
う
か
ら
¥
剣
術
で
も
縄
術
で
も
鎖
鎌

で
も
槍
で
も
弓
術
で
も
何
で
も
こ
な
す
豪
の
者
じ
ゃ

つ
だ
そ
う
な
。

だ
ま
だ
ま
京
都
に
お
い
で
に
な
る
お
天
子
さ
ま
が

こ
の
話
を
き
い
て
¥
ぜ
ひ
会
い
だ
い
と
お
呼
び
に
な

っ
た
と
。

あ
天
子
さ
ま
が
藤
太
と
話
し
だ
り
¥
武
術
の
試
合

を
さ
せ
だ
り
し
て
み
て
¥
さ
す
が
世
に
き
こ
え
た
武

勇
の
者
じ
ゃ
と
感
山
さ
れ
て
、
だ
く
さ
ん
の
褒
美
を

与
え
た
う
え
¥

た
h
り
と
う
た
ふ
じ
わ
ら
の
ひ
で
さ
と

「
今
後
、
俵
藤
太
藤
原
秀
郷
と
名
の
る
よ
う
に
げ

と
有
難
い
名
前
ま
で
頂
戴
し
だ
と
。

す
っ
か
り
感
瀕
し
だ
藤
太
は
意
気
揚
々
と
蓑
ハ〈
口
へ

帰
る
途
中
¥
近
江
の
国
¥
琵
琶
湖
に
か
か
る
世
田
の

唐
橋
を
通
り
か
か
る
と
¥
突
然
ひ
と
り
の
美
し
い
女

性
、
ガ
あ
ら
わ
れ
て
ハ
ラ
ハ
ラ
と
涙
を
流
し
¥

「
わ
だ
し
は
琵
琶
湖
に
住
む
竜
女
で
す
。
あ
の
三
上

A

『
m
m
u
m
u

nMMM削
M
R
‘、

草
を
刈
っ
て
い
る
と
¥
ど
う
し
だ
は
ず
み
か
手
に
持

っ
て
い
だ
鎌
ガ
ツ
ル
ツ
ル
と
滑
っ
て
¥
あ
っ
/
と
い

う
間
に
¥
池
に
ボ
チ
ャ
ン
と
落
ち
て
し
も
う
だ
と
。

「
し
ま
っ
た
日
と
思
う
だ
が
も
う
遅
い
。
ピ
力
。
ヒ

力
光
る
鎌
ガ
グ
ル
ゲ
ル
舞
う
よ
う
に
し
て
十
ひ
ろ
も

二
十
ひ
ろ
も
あ
る
池
の
底
に
沈
ん
で
見
え
な
く
な
っ

て
し
も
う
だ
と
。

「
あ
あ
弱
っ
た
な
戸
。
一
挺
し
か
な
い
だ
い
じ
な
鎌

ガ
な
く
な
っ
て
は
¥
あ
し
だ
か
ら
仕
事
も
で
き
ぬ
げ

と
悲
し
ん
で
い
る
と
、
池
の
真
中
に
奇
麗
な
虹
、
ガ
立

っ
た
と
思
う
だ
ら
¥
水
、
ガ
三
尺
(
一
げ
〉
ほ
ど
盛
り
上

が
つ
芝
。
そ
れ
が
ぽ
っ
か
り
割
れ
だ
と
思
う
だ
ら
¥

中
か
ら
だ
と
え
よ
う
も
な
い
美
し
い
お
姫
さ
ま
が
あ

ら
わ
れ
だ
と
。

「
権
助
さ
ん
よ
。
わ
だ
し
は
こ
の
縄
、
ガ
池
の
女
神
で

す
。
鎌
を
な
く
し
て
は
仕
事
も
で
き
ま
す
ま
い
。
さ

あ
¥
ど
う
ぞ
こ
の
鎌
を
お
っ
か
い
な
さ
い
日

と
い
っ
て
渡
さ
れ
だ
鎌
を
権
問
は
お
し
い
た
、
だ
い
て
¥

ひ
ょ
っ
と
見
て
驚
い
た
。

ニ

が
ね

何
と
そ
の
鎌
は
¥
今
ま
で
見
だ
こ
と
も
な
い
黄
金

色
の
鎌
で
¥
背
か
ら
刃
に
か
け
て
鏡
の
よ
う
に
光
る

鎌
の
表
面
に
¥
に
っ
こ
り
笑
っ
て
ご
ざ
る
女
神
さ
ま

が
写
っ
て
い
だ
と
。

そ
れ
か
ら
と
い
う
も
の
は
、
縄
、
ガ
池
に
は
ほ
ん
ま

に
お
女
郎
さ
ま
の
神
さ
ま
が
ご
ざ
ら
っ
し
ゃ
る
と
い

う
話
を
疑
う
も
の
は
い
な
く
な
つ
だ
が
や
¥
と
。

ぶ
ん
・
藤
井
一
男
(
城
端
小
学
校
校
長

え

山
村
千
春
(
城
端
小
学
校
六
年
)

(
不
転
載
)

む
か
で

山
に
住
む
大
百
足
ガ
私
の
子
ど
も
を
と
っ
て
は
喰
い
¥

と
っ
て
は
喰
い
し
ま
す
の
で
¥
ど
う
か
あ
な
た
の
弾

力
で
退
治
し
て
く、だ
さ
い
日

と
¥

い
う
だ
と
。

「
お
前
は
琵
琶
湖
の
水
の
中
で
生
ま
れ
た
子
じ
や

ろ
う
。
こ
の
ハ
〈
口
は
、
夏
に
な
る
と
水
が
枯
れ
て
懇
の

田
畑
の
慣
が
悪
う
て
因
る
。
こ
こ
で
水
番
で
も
し
て

く
れ
や
げ

と
放
し
だ
と
。

そ
れ
以
来
、
蓑
ハ
〈
口
の
ハ
〈
口
川
は
」
と
蹴
で
大
き
な
湖

ぬ

ιび
ゃ
く
ね

ιじ
ゅ
弓

に
な
っ
て
年
百
年
中
満
々
と
水
を
だ
だ
え
て
い
る
が

や
と
。

藤
太
に
と
っ
て
は
¥
そ
ん
な
こ
と
ぐ
ら
い
た
や
す

い
こ
と
¥
早
速
十
五
人
張
り
の
弓
に
¥
太
め
の
鉄
矢

を
つ
け
て
一
ば
つ
で
し
と
め
だ
と
。

竜
女
は
泣
い
て
よ
ろ
こ
ん
で
¥

「
こ
の
子
は
¥
私
の
¥
こ
と
し
生
ま
れ
だ
娘
で
あ
り

ま
す
、
ガ
¥
ど
う
ぞ
¥
あ
な
だ
の
村
ヘ
連
れ
帰
っ
て
く

だ
さ
い。

き
っ
と
役
に
立
つ
こ
と
も
あ
り
ま
し
ょ
う
0

ほ
ん
の
山
ば
か
り
の
お
礼
で
ご
ざ
い
ま
す
げ

と
い
っ
て
赤
子
の
竜
を
一
。
ひ
き
く
れ
だ
と
。

武
芸
百
般
何
で
も
こ
な
す
一
牒
太
も
赤
子
を
買
っ
て

は
お
手
あ
げ
じ
ゃ
。
途
中
¥
難
儀
を
重
ね
て
蓑
ハ〈ロヘ

帰
つ
疋
も
の
の
ど
う
し
ょ
う
も
な
く
て
¥
山
の
ハ
〈
ロ
の

水
溜
り
に
縄
術
の
縄
を
張
っ
て
¥

ー
縄
、
ガ
池
に
あ
女
郎
様
が
い
て
水
守
り
せ
っ
し
ゃ
る
。

そ
の
証
拠
に
あ
ん
な
高
い
と
こ
ろ
に
湖
が
あ
る
l

人
々
は
そ
う
信
じ
て
¥
縄
が
池
の
竜
女
の
神
さ
ま

を
大
切
に
杷
っ
て
き
だ
が
や
と
。

で
も
¥
そ
う
は
い
う
も
の
の
¥
池
の
竜
女
に
会
う

だ
も
の
は
ひ
と
り
も
お
ら
ん
。
不
思
議
じ
ゃ
¥
不
思

議
じ
ゃ
¥
と
仙
の
底
で
は
誰
も
が
お
か
し
な
こ
と
じ

ゃ
と
思
う
と
つ
だ
と
。

あ
る
日
の
こ
と
¥
権
助
ち
ゅ
う
若
者
ガ
、
山
の
下



"'--1 H i- 、'，=:、~ ":'，'，' ， ，，' 
仁川 と

γ 九二沈ヨ
心 、 γ 三 二i:.~~ fヂえ士

三子 会主主た幻
以と μ ド ミメ九

;三: 三子以 J 日戸三子己ヘi、下三角
~γ 巳 ι ヘ

ぷ マ!日心 日
心 '::.i:コヌ九:"'N円 j山日 ι 三

国際障害者年;
; 九三句三Jげ 1 日 z 仁川~立引 い、

シンボルマーク

来年は「国際障害者年_jo 障害者

の 「完全参加と平等」をテーマと

したこの障害者年は¥国連で定め

られだものです。

現在地球上には推定で、4億5千

万人のJ山身障害者ガいるといわれ

ています。

ちなみにこれも推定ですガ¥日

本国内には450万人、富山県には4

万5，000人の山身障害者ガいると

いわれています。

「完全参加と平等Jというのは¥

これら全ての人だちが社会の 員

として認められ、社会、経済、文 このような社会をつくることを意

昧しています口

県ではこの趣旨に沿って、国際

障害者年を記念するにふさわしい

事業を実施するほか、長期行動計

画を定めるなどして、関係団体と

県民のみなさんの協力を得て、と

り組むことにしています。

人地球上に

450，000，00。
心身障害者推定人口

16 

化活動に際しては

-活動方向の決定に参加できる

・社会発展の結果を教育、雇用、

文化等の部門で平等に享受でき

る

・活動について責任を負うことが

できる

自(1)応
作 募
品 作

~忘 富 の
#.‘も 山 取

博ブい
扶

物保護
課

包 f

‘ ノ

タ

〆ー、
来
春
巴土，

フロ
成
、』ノ

で
利
用

t岡凶肉凶関凶関凶」関凶側凶関凶肉凶関

オフ

も意身

でてなつ 霊

すみ植も I!:I 
ねる物何 ~ 

や気 制'ヨ

て物目 近
案 。 に 場‘
外でし _I_~ 

2ji 画
然
の
ス
フ
イ
ド
写
盲
'同写

を
募
集

完
成
予
定
の
こ
の
セ
ン
タ
ー
で
は

係
を
考
え
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
作

展
示
物
や
ス
ラ
イ
ド
を
通
し
て
利
用

応
募
規
定

者
に
や
さ
し
く
自
然
を
解
説
す
る
予

定
で
す
が
、
そ
れ
に
利
用
す
る
カ
ラ

募
集
期
間

県
で
は
い
ま
、

・
こ
れ
ら
の
身
近
な

自
然
の
再
発
見
を
テ
!
?
と
し
て
、

県
民
公
園
の

一
角
に
自
然
博
物
園
セ

ン
タ
ー
を
建
設
し
て
い
ま
す
。
来
春

ー
・

ス
ラ
イ
ド
写
真
を
次
の
と
お
り

十
一
月
一
日

1
三
十
日

募
集
し
ま
す
。

使
用
フ
ィ
ル
ム

再
発
見
の
驚
き
が
伝
わ

っ
て
く
る

よ
う
な
作
品
や
、
自
然
と
人
と
の
関

お
ミリ
カ
ラ
ー

-
ス
ラ
イ
ド
フ
ィ
ル

ム
ま
た
は

6
×
6
版
以
上
の
カ
ラ
ー

ス
ラ
イ
ド
フ

ィ
ル
ム

作
品
内
容

県
内
の
身
近
な
自
然
界

の
動

・
川似

足
も
と
に
あ

COLOR SLIDE 

物
の
生
態
、
自
然
の
風
景
、
自
然
と

関
係
す
る
人
聞
の
活
動
、
環
境
の
変

化
な
ど
。

募
集
作
品
数

五
百
点

品
な
ど

た
く
さ
ん
の
力
作
を
期
待

び
財
団
法
人
富
山
県
民
福
祉
公
園

が
審
査
し
ま
す
。

ω応
募
作
品
は
す
べ
て
五
十
六
年
二

月
末
日
ま
で
に
返
却
し
ま
す
。

謝
礼作

品
の
版
権
使
用
料
は

一
占
…
に

っ
き
千
円
と
し
ま
す
。

応
募
の
注
意

ω作
品
は
一
枚
ご
と
に
マ
ウ
ン
ト
に

氏
名

・
撮
影
対
象

・
撮
影
場
所

・

い撮

年
月
日
を
記
入
し
て

だ

さ

ω一
人
あ
た
リ
の
応
募
作
品
数
は
制

限
し
ま
せ
ん
。

作
品
の
送
付
先

富
山
県
自
然
保
護
課

富
山
市
新
総
曲
輪

一
|
七

宮
富
山
出
1

4
1
1
1

し
て
い
ま
す
。

自然博物園センター
む

を

ま

-z
-
-
y

d

「
J
EU

、‘、1

・

同
市
エ
E

Q

1

U

結

解

て

柑

然

つ

誠

自

な

住

い

に

ト

深

と

ス

昧

こ

リ

興

う

ラ

ガ

行

中町吉住地内に来春完

成する予定です。

「身近な自然の再発

見」をテーマに、県民

だれもが自然に親しみ

す。

このセンターには展

示室やレクチャール-

ムガ設けられ、ナチユ

学べる自然教室として

計画されたもので¥婦



へき地

に挑む
自
治
医
大
卒
の

若
き

F雪上
D~ 
7コ
サ
さ
fu 

で 七

平士
主てt /、

話歳
イ主

私
は
皿
圧
が
高
く
て
、
診
察
を
受

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
は
週
に
一

回
し
か
先
生
、
ガ
(
村
に
)
来
ら
れ
な
か

っ
だ
の
で
困
っ
て
い
ま
し
だ
。
こ
と

し
の
六
月
か
ら
戸
島
先
生

・
中
林
先

生
う
ガ
白
日
(
月
曜
以
外
)
来
て
く
だ

さ
る
よ
う
に
な
っ
て
¥
身
体
の
異
合

も
だ
い
ぶ
よ
く
な
っ
て
き
ま
し
だ
。

こ
と
し
の
六
月

一
日
か
ら
自
治
医

科
大
学
出
身
の
医
師
二
人
が
城
端
厚

生
病
院
に
配
置
さ
れ

へ
き
地
医
療

に
挑
ん
で
い

ま
す
。

〆

r' 
戸畠接非製( 2~歳 L
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こ
の
二
人
は

医
療
に
恵
ま
れ
な

い
地
域
に
献
身
す
る
気
慨
を
も
っ
医

師
を
養
成
す
る
た
め
に

全
都
道
府

県
で
設
立
し
た
自
治
医
科
大
学
を
卒

業
し

そ
の
趣
旨
に
共
鳴
し
た
若
き

医
師
た
ち
で
す
。

県
で
は
、
医
療
に
恵
ま
れ
な
い
地

域
住
民
の
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、

へ
き
地
医
療
セ

ン
タ
ー
と
し
て
の
中

核
病
院
を
無
医
地
区
の
あ
る
広
域
市

町
村
圏
に

一
カ
所
ず
つ
、
県
内
で
四

カ
所
程
度
指
定
整
備
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

そ
し
て
自
治
医
大
出
身
の
医
師
を

ま
ず
こ
れ
ら
へ
き
地
中
核
病
院
に
配

置
し
、
こ
こ
を
基
地
に
し
て
へ
き
地

医
療
活
動
を
よ
り
有
意
義
な
も
の
に

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

城
端
厚
生
病
院
は
、
昭
和
五
十
四

年
度
に
指
定
整
備
さ
れ
た

へ
き
地
中

核
病
院
第

一
号
で
、
こ

の
二

人
は
年

間
百
三
十
回
以
上

士二
日
に

一
回
)

平
村

・
上
平
村

・
利
賀
村
等
を
含
'め

た
広
範
囲
の
地
域
の
巡
回
診
療
の
た

め、

ス
タ

ッ
フ

(
医
師

・
看
護
婦

・

18 

技
師
等
)
の
一
員
と
し
て

へ
き
地
住

民
の
中
に
と
び
こ
ん
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、

交
通
が
途
絶
え
る
冬
期
に

は
数
日
間
に
わ
た
り
診
療
所
に
泊
り

込
み
、
診
療
を
行
う
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

主
A
」
〉

h
J
に

日
常
は
、
外
来
患
者
及

び
受
持
入
院
患
者
の
診
療
は
も
ち
ろ

ん
、
救
急
患
者
が
搬
送
さ
れ
た
際
は
、

昼
夜
の
別
な
く
率
先
し
て
診
療
に
あ

た
る
な
ど
、
地
域
住
民
の
期
待
に
応

え
る

べ
く
奮
闘
す
る
毎
日
で
す
。



定
年
退
職
後
は
¥
せ
め
て
自

分
の
食
べ
物
は
¥
自
分
の
手
で

つ
く
り
¥
老
後
の
健
康
保
持
の

上
か
ら
も
農
地
六
十
戸
!
ル
を

耕
作
し
¥
生
産
の
喜
び
を
昧
わ

い
、
生
き
ガ
い
と
し
だ
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
¥
県
の
農
政
は
基

盤
整
備
を
通
じ
て
農
民
の
育
成

で
は
な
く
¥
農
家
を
企
業
化
し

よ
う
と
い
う
万
針
の
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
ま
す
。
農
業
を
一
律

化
す
る
こ
と
は
正
し
い
政
策
に

つ
な
ガ
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

ま
す
、ガ。

回
答

農
業
の
役
割
は
、
第

一
義

的

に
は
、
農
家
経
済
の
安
定
と
食
料
の

安
定
供
給
に
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
農
家
所
得
の
面
か
ら
み

面
、
ほ
と
ん
ど
が
副
作
用
を
も

っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
薬
は
症
状
に
よ

っ

て
た
く
さ
ん
の

純
知

が
あ
リ
ま
す
。

円
分

の
体
質
や
症
状
に
あ

っ
た
薬
を

使
則
す
る
た
め
に
、
薬
剤
師
等
の
寺

変い 門
質たま家
し リたに
て 、、相
L、ユ4 ヲミ? 寺本

手不呆で
? ，がやま
え不8.し
tL 
が 明装 よ
あ石在ヵ、う
ヲない

ヱもた
ぞのん

はで

る
と
個
々
の
経
営
は
自
由
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

し
か
し
、
国
民
全
体
の
生

活
を
考
え
る
と
安
い
農
産
物
を
安
定

的
に
供
給
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
で

す
。

日
本
の
農
業
と
り
わ
け
富
山
県

の
農
業
に
お
い
て
も
経
営
規
模
の
拡

大
と
生
産
性
の
向
上
を
通
じ
て
、
農

産
物
価
格
の
安
定
と
コ
ス
ト
の
低
下

を
図
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、

専
業
農
家
、
兼

業
農
家
の
話
し
合
い
を
基
礎
と
し
て
、

地
域
の
生
活
が
潤
い
、
地
域
農
業
全

体
の
発
展
予
」
そ
が
最
も
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
お
り

一
律
に
農
家
を
企

業
化
す
る
方
針
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

従
っ
て
、
個
々
の
農
業
経
営
を
集

団
の
た
め
に
犠
牲
に
す
る
必
要
は
な

く
、
ま
た
、
個
人

の
信
念
に
基
づ
い

て
農
業
経
営
を
行
う
も
の
ま
で
排
除

す
る
与
え
方
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ

く
ま
で
、
地
域
全
体
の
農
業
従
事
者

が
共
存
共
栄
し
、

「
む
ら
」
が
発
展
す

る
こ
と
を
考
え
て
い
る
も

の
で
す
。

全
国
の
運
動
自
六
百
組
合
で
、

「
体
育
の
白
し
を
記
念
し
て
¥
お

客
様
に
各
県
の
県
章
入
り
の
タ

オ
ル
を
無
料
進
呈
し
よ
う
と
い

富
山
県
章
は
、
躍
進
富
山
県

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
制
定
し
た
も
の

回
答

で
、
広
く
県
民
に
親
し
ま
れ
る
と
と

も
に
郷
土
愛
と
県
民
意
識
の
高
揚
に

貢
献
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
も

の
で
す
。

使
用
す
る
際
は
県
章
と
し
て
の
品

位
と
尊
厳
を
そ
こ
な
わ
な
い
よ
う
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
県
広

買
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

「
毒
」
「
劇
」「
注
意
l
医
師
等
の
処
む

せ
ん

・
指
ぶ
に
よ
り
使
用
す
る
こ
と
」

等
の
記
載
が
あ
る
薬
は
、
危
険
性
の

あ
る
薬
で
す
の
で
注
ぶ
し
ま
し
ょ
う
。

薬
の
正
し
い
使
い
方

添
付
文
書
に
書
か
れ
て
い
る
用
法

用
量
、

市
川
川
じ
じ
市
川

H
K

L

心
ハ
ム

H
a却
F
H苅

正使
し用
〈 上
位の
~ ¥)注

ま jB;

等
を
よ
く
読
ん
で
、

暮
ら
し
に
花
を

心
に
潤
い
を

花
は
自
然
美
の
代
表
、
人
の
心
を
和
ら
げ
る
可
れ
ん
な
妖
綜
で
す
。

あ

な
た
も
美
し
い

花
を
植
え
、
家
庭
や
職
場
に
潤
い
を
も
た

ら
し

て
み
ま
せ

ん
か
。
《
県
花
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
》
は
、
そ
の

あ
で
や
か
な
色
彩
と
草
姿
で
、

私
た

ち
の
暮
ら
し

に
優
雅
な
い
ろ
ど
り
を
添
え
て

く
れ
る
で

し

ょ
う
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
栽
培

美
し
く
咲
か
せ
る

4
カ
条

植
付
時
期

美
し
い
花
を
咲
か
せ

る
に
は
、
そ
の
時
期
を
の
が
さ
な
い

こ
と
が
大
切
で
す
。

十
月
か
ら
十

一

片

の
聞
に
刷

、ぇ
付
け
ま
し
ょ
う
。

植
付
方
法

柏
え
付
け
る
場
所
を

深
く
(
約
二
十
で
)
耕
し
、
少
量
の
肥

料
を
施
し
て
、
よ
く
打
ち
返
し
て
お

主」

土品
1

し
ょ
、
っ
。

納
付
時
期
に
な

っ
た
ら
再
び
十

μ

ー
二
十
で
の
深
さ
に
耕
し
、
幣
↑地
し

た
後
に
球
似
を
刷
、
え
ま
し
ょ
う
ω

刷
、ぇ
付
け

の
深
さ
は
球
恨

の
高
さ

の
三
倍
、
間
隔
は
十
二
1
十
五
で
凶

方
いか
標
準
で
す
。

管
理

M
W
え
付
け
が
終
れ
ば
、
あ

と
は
春
を
作
つ
ば
か
リ

し
か
し

う
こ
と
に
な
っ
だ
の
で
す
、
ガ
¥

富
山
県
章
を
印
刷
し
て
も
さ
し

っ
か
え
な
い
で
し
ょ
う
か
。

富山県章 (底辺をlとする )し
よ
う
。

円
分
勝
子
の
判
断
で
薬
を
併
用
し

た
り
、
乱
用
し
た
り
す
る
の
は
危
険

で
す
。

必
要
以
上
に
長
く
使
用
す
る

こ
と
も
や
め
ま
し
ょ
L

っ
。

ま
た
、

f
ど
も
に
服
用
さ
せ
る
と

き
は
、
保
護
者
の
か
た
は
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

妊
娠
し
て
い
る
人
は
、
不
用
立
に

春
に
芽
が
出
て
か
ら
長
い
あ
い
だ
雨

の
な
い
と
き
は
、
と
き
ど
き
水
を
や

り
ま
し

ょ
、
っ

正
し
い
知
識
で
正
し
い
使
用

薬
と
健
康

行

-v
n

の
週
間

m
J
m

j山配ごとはありませんか?
10月12白から18日は行政相談週間です。

この期間に国や県、市などによる合同行政

相談所を次のとおり開催します。

これは、役所や公社などの仕事に関して¥

臼頃思っている不平・不満あるいは、いろい

ろな国りごとについて相談に応じるものて句、

この機会に¥どんなことでも遠j慧なく申し

出てください。

lfT合同行政相談所開設臼程

十
月
十
七
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

「
薬
と
健
康
の
週
間
」
で
す
。
こ
れ
は
、

薬
の
特
質
や
そ
の
取
り
扱
い
に
つ
い

て
い
ま
一
度
考
え
て
み
よ
う
、
そ
し

で
す
。

て
正
し
く
理
解
し
よ
う
と
い
う
週
間

薬
は
、
私
た
ち
の
病
気
の

診
断

治
療
そ
し
て
予
防
の
た
め
に
使
わ
れ

て
お
り
、
こ
の
薬
な
し
に
は
現
代
医

療
が
成
り
立
た
な
い
と
い

っ
て
も
言

薬
を
使
う
わ
け
に
い
き
ま
せ
ん
。

ず
専
門
家
に
相
談
し
ま
し
ょ
、
っ
。

薬
を
保
管
す
る
と
き
は

保
管
し
ま
し
ょ
う
。

f
ど
も
の
千

の
と
ど
か
な
い
所
に

直
射
日
光
、
商
品
そ
し
て
湿
気
は

薬

の
大
敵
で
す
。
湿
気
の
少
な
い
冷

暗
所
に
保
管
し
ま
し
ょ
う
。

誤
用
を
避
け
、
品
質
を
保
つ
た
め

ま
た
こ
の
時
期
は
病
害
虫
が
発
生

し
や
す
い

の
で
、
十
日
に

一
度
く
ら

い
殺
菌
剤
や
殺
虫
剤
を
ま
く
と
よ
い

で
し
ょ
う
。

掘
り
取
り

れ
始
め
る
こ

ろ
に
球
似
を
似
リ
ト

↑げ

主
や
柴
が
向
然
に
川

ま
し
ょ
う
。

掘
り
ト
げ
た
球
出
は
よ

く
乾
か
し
て
、
風
通
し
の
よ
い

H
陰

大和アパート

大和アパート高岡居(5階〉

大和デパート富山j苫c7階〉

・10月刊日(木)

魚津サンプラザ(3階〉

いずれも午前叩時から午後 4B寺までです。

-10月13日間)

-10月刊巴(米)

2 0  

い
過
ぎ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

H

本
来
、
薬
は
毒
で
あ
る
。

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
使
い
方
に
よ

っ
て
は
予
期
し
な
い
副
作
用
で
健
康

を
害
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

正
し
い
知
識
で
正
し
く
使
い
、
私

た
ち
の
健
康
増
進
に
役
立
で
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

薬
を
選
ぶ
前
に

薬
は
少
量
で
効
果
を
発
揮
す
る
反

.J乙、

に
他
の
容
器
へ
の
入
れ
替
え
は
や
め

ま
し
ょ
う
。

ト
い
く
な

っ
た
薬
は
使
わ
な
い
よ
う

人し
問ま
のし
身 よ

{本 う

は

4愈..

が
11簡
わ

っ
て

い
ま
す
。

薬
は
こ

の
治
癒
力
を

助
け
る
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
薬
は
か
リ

に
頼
ら
ず
、
身

体

の
調
子
を
整
え
る

よ
う
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

で
舶
え
付
け
ま
で
貯
蔵
し
ま
す
。

ゆ・

2守

以

は

チ

ュ
l
リ

ソ
プ
を
化
だ

ん
に
刷

、
え
る
い
刀
法
で
す
が

鉢
刷
、ぇ

や
水
栽
培
で
も
楽
し
め
ま
す
。

肖
山
県
の
花
チ

ュ
ー
リ

ッ
プ
を
刷

、
え
て
、
育
て
る
楽
し
さ
を
あ
な
た
白

身

で
味
わ

っ
て
く
だ
さ

い

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
贈
ろ
う

取:

jli 

を
贈
答
品
と
し
て
利
用
す
る
人

が
用

郷
土

の
化
チ

ュ
l
リ

吋
プ

え
て
い
ま
す
。

連
ト
力
の
友
人
や
税
せ
き
は
、

で
す
。

心
に
か
け
な
が
ら
陳
述
に
な
り

が
ち

そ
ん
な
と
き

チ

ュ
l
リ

ノ

プ
を
贈

っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

つ
ο

春
に
可
れ
ん
な
花
を
咲
か
せ
る

チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
が

、
達
方
に
住
む
人

日
出i

の
心
を
な

こ
ま
せ
て
く
れ
る
こ

と
で

ーし
ょ
、
つ



私
た
ち
県
警
音
楽
隊
の
演
奏
を
お

聞
き
に
な

っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
や
、
防
犯
の

つ
ど
い
等
で
県
下
各
地
で
ド
リ
ル
演

奏
を
披
露
し
、
県
民
の
み
な
さ
ん
に

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
、
警
察
官
や
警
察
事
務

職
員
か
ら
編
成
さ
れ
、
ふ
だ
ん
は
派

出
所
、
警
察
署
、
県
警
本
部
で
仕
事

を
し
て
い
る
、
い
わ
ば
兼
務
隊
で
ふ
q
l

昨
年
一
年
間
、
私
た
ち
は
八
十
八

回
出
演
し
、
延
二
十
万
人
の
人
た
ち

に
聞
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
と

し
も
、
富
山
・

高
岡
・

黒
部
市
な
ど

す
で
に
三
十
三
回
(
八
月
十
日
現
在
)

出
演
し
て
い
ま
す
。

春
か
ら
秋
ま
で
は
土

・
日
曜
日
の

行
事
が
多
く
、

休
日
を
返
上
し
て
の

出
演
が
続
き
ま
し
た
が
、
み
な
さ
ん

心がけよう安全運転
の
大
き
な
拍
手
に
励
ま
さ
れ
、
私
た

ち
二
十
九
人
の
隊
員
一
同
頑
張

っ
て

き
ま
し
た
。

特
に
、
こ
と
し
は
婦
人
警
察
官
、

交
通
巡
視
員
等
を
中
心
に
、
女
子
力

ラ
l
ガ

l
ド
隊
を
編
成
し
、
ド
リ
ル

の
新
し
い
目
玉
と
し
て
好
評
を
得
て

い
ま
す
。

私
た
ち
の
出
演
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
各
警
察
署
か
県
警
本
部
総
務
課

こ
)
二
日

火
火
ノ
¥
吋
」
宝
』
パ

。

l
h

一
、
，I汀
ニ
=
ロ

〈

J
j

J

〈

h
v

立
山
の
紅
葉
シ
ー
ズ
ン
も
終
り
、

新
雪
が
降
り
積
る
と
、
霊
堂

一
帯
は

十
一
月
下
旬
ま
で
ス
キ
l
シ
ー
ズ
ン

に
入
り
ま
す
。

広
大
な
立
山

一
帯
で
雪
煙
を
上
げ
、

新
し
い
シ
ュ
プ
ー
ル
を
描
き
な
が
ら

の
滑
降
は
、
ス
キ
!
の
だ
い
と
味
と

い
え
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
山
は

す
で
に
冬
山
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を

忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

標
高
二
千
五
百
れ
の
室
堂

一
帯
は
、

天
候
の
急
菱
と
複
雑
な
地
形
な
ど
に

よ
り
、
例
年
事
故
が
発
生
し
て
い
ま

す
過
去
に
も
、
ス
キ
l
帰
り
の
大
学

生
等
三
十
三
人
が
天
狗
平
で
猛
吹
雪

に
遭
遇
し
て
、
う
ち
七
人
が
凍
死
し

ま
し
た
ο

こ
う
し
た
痛
ま
し
い
事
故

が
多
く
発
空
し
て
い
ま
す
。

県警音楽隊は総勢29名
実力 も高 く評価されている

V
十
月
十
九
日

砺
波
市
駅
前
通
り

H

市
民
と
警
察
の
つ
ど
い
々

V
十

一
月
十
三
日

富
山
市
県
民
会
館
大
ホ
ー
ル

η

県
民
の
み
な
さ
ん
に
贈
る
音
楽

の
夕
べ
H

ことしから女子、カラーガード隊H か

加わり ドリル演奏も一段と華やかに

2
 

2
 

立
山
で
ス
キ
ー
を
楽
し
ま
れ
る
み

な
さ
ん
は
、
次
の
事
に
注
意
し
て
事

故
防
止
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

所
も
あ
る
の
で
、
滑
降
は
コ
i
ス

の
選
定
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

旨つ
。

山
天
候
が
菱
わ
り
や
す
く
、
激
し
い

吹
雪
や
濃
霧
に
み
ま
わ
れ
る
事
が

よ
く
あ
り
ま
す
。

2 3  

軽
装
で
出
か
け
た
り
、
方
向
を

川
風
や
地
形
等
の
影
響
に
よ
っ
て
積

雪
量
が
一
定
し
て
い
な
い
た
め
、

ハ
イ
松
や
岩
が
露
出
し
て
い
る
場

見
失
う
事
は
命
と
り
と
な
り
ま
す

の
で
、
山
小
屋
等
の
関
係
者
に
よ

く
聞
い
て
か
ら
出
か
け
た
い
も
の

で
す
。

し
め
だ
は
ず

し
ま
っ
た
は
ず
で
も

も
う

度

全
国
防
犯
運
動
10/11 

10/20 

空
巣
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う



消費者信用

を考える

わが国の消費者信用取引、いわゆるク

レジツトは年々増加の傾向にあり、私た

ちの生活の中で重要芯役割を果たしつつ

あるといわれています。

今回は、この「消費者信用」について

その概要、問題点等を整理してみたいと

思います。

信
用
を
供
与
す
る
も
の
と
し
て
は

商
人
に
よ
る
も
の
と
、
金
融
機
関
に

よ
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た

販
売
信
用
は
、
融
通
を
受
け
た
代
金

を
割
賦
方
式
で
支
払
う
方
法
と
、
ク

レ
ジ

ッ
ト
カ

l
ド
を
利
用
し
た
非
割

賦
方
式
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し

昨
今
の
消
費
者
信
用
は

表
の
よ
う
に
類
型
化
さ
れ
た
も
の
だ

け
で
は
な
く

そ
れ
ぞ
れ
の
仕
組
み

が
混
ざ

っ
た
形
態
も
増
大
し

つ
つ

あ

り
ま
す
。

② |④ 「 ⑦ |⑧
信 |調l売契 |完
用|査|上約|上
調|結 |代 書 IK:
査 |巣|金援|金
依|報l請出|支
頼| 告l求・ |払

図 1.主な消費者信用の概略図.

①害1I賦購入申込み

⑤契約の締結

⑥商品の引渡し

ク
レ
ジ
ッ
ト

最
近

「
信
用
も
財
産
の
ひ
と

つ」

と
す
る
風
糊
の
現
わ
れ
で
し
ょ
う

か

私
た
ち

の
生
活

の
中

に
各
種
ク
レ

ジ

ッ
ト
が
急
速
に
浸
透
し
て
き
て
お
り

ク
レ
ジ

ッ
ト
等
か
ら
な
る
消
費
者
信

用
産
業
も

急
成
長
し
て
い
る
よ
う

で
す
。

こ
の
背
景
と
し
て
は
、
多
種
多
様

な
ク
レ
ジ

ッ
ト

シ
ス

テ
ム
が
考
案
さ

れ
、
消
費
者
が
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
利
用

し
や
す
い
状
況
に
な

っ
た
こ
と
、
特

に
ニ
ュ

l
フ
ァ
、
こ
リ
l
や
ニ
ュ

ー
ャ

ン
グ
層
が

「
ク

レ
ジ

ッ
ト
時
代
」
の

け
ん
引
車
に
な

っ
て
い
る
こ
と
等
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

若
い
世
代
の
人
達
の
聞
に
は

ノ
の
入
手
を
急
ぎ
、

H

カ
ネ
は
後
か
ら。

と
す
る
ク
レ
ジ

ッ
ト
を
利
用
す
る
例

が
増
加
し
て
き
て
い

ま
す
。

モ
ノ
と
カ
ネ
と
の
交
換
が
売
買
の

原
則
で
す
が
、
交
換
が
同
時
に
行
わ

れ
れ
ば
現
金
買
い
と
な
り
ま
す
。
ま

た
、
カ
ネ
の
給
付
(
支
払
い

)
が
後
に

な
る
場
合
は

月
賦
等
の
賦
払
い

あ

る
い
は
掛
け
買
い
と
な
り
ま
す
。

最
近
の
消
費
者
信
用
に
関
す
る
苦

情
も
機
構
が
複
雑

に
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
多
様
な
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
信
用
を
利
用
し
て
購
入
し

た
商
品
を
解
約
し
よ
う
と
し
て
も
、

す
で
に
販
売
会
社
の
債
権
が
消

費
者

が
よ
く
わ
か
ら
な

い
う
ち
に
信
販
会

社
に
譲
渡
さ
れ
、
そ
の
た
め
話
が
複

雑
化
し
て
き
た
り
、
ま
た
安
易
さ
か

ら
つ
い
借
り
す
ぎ
に
な

っ
て
重
い
返

済
に
悩
ま
さ
れ
た
り
と
い

っ
た
具
合

で
す
。(説明)

販売業者は、信販会社と基本的な契約を取りかわしている。顧客が版光

業者に購入の申込みをするとその書面が信販会社等専門媒介機関に波り、

信販会社等により 信用調査がhわれる 。その後販売業者は顧客と契約を締

結し商品を顧客に引き渡す。販売業者は専門媒介機関に代金を決済しても

らう 一方、 顧客は代金を直接あるいは銀行を経由 して専門媒介機関に分割l

して支払う(カードを利用する場合は事前に信用調査が行われているL

社
会
へ
の
対
応

の
場
合
、
消
費
者
に

「
信
用
」
が
供

与
さ
れ
て
い

る
と
み
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

こ
の
「
信
用
」
が

「
消
費
者

信
用
」
と
称
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

つ
ま
り
、
消
費
者
信
用
と
は
、
金

融
機
関、

生
産
者
ま
た
は
販
売
者
が

消
費
者
に
対
し
て
そ
の
消
費
生
活
に

必
要
な
資
金
を
貸
し
付
け
、

ま
た
は

財
貨、

サ
ー
ビ
ス
の
販
売
に
あ
た

っ

て
一
定
期
間
代
金
の
支
払
い
を
猶
予

す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

か
「 わ
頼おが
母も因
子しに
」 は

あ
る古

はか
金 ら
貸質
し 屋
がと

あ
り
ま
し
た
が

そ
の
歴
史
は
、
庶

民
の
風
俗
史
で
あ
る
と
も
い
わ
れ
て

モ

い
ま
す
。

当
時
の
消
費
者
信
用
は

ど
ち
ら

か
と
い
、
え
ば
赤
字
を
補
う
こ
と
が
目

ゃに的
ら、で

れや
たむ生
7 に j舌
~ ゃを
ぷ ま維
J れ持

ごずし
ょ借て
よ金い
二にく

す追た
い め

で
す
か
ら
、
借
金
は

何
と
な
く
不

健
全
な
も
の
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い

た
わ
け
で
す
。

メ入
寸

日

私
た
ち
が
借
金
を
す
る
の

今
後
ま
す
ま
す
こ
の
よ
う
な
消
費

者
苦
情
が
増
え
て
く
る
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
て
、
国

民
生
活
審
議
会
消
費
者
政
策
部
会
で

は
、
昨
年
九
月
に

「
消
費
者
信
用
取

引
の
適
正
化
」
に
つ
い
て

の
調
査
、

審
議
の
結
果
を
と
リ
ま
と
め
公
表
し

ま
し
た
。

そ
の
内
容
は
、

山
金
利
規
制
の
適
応
化

ω信
用
供
与
条
件
の
開
示
の
徹
底

ω契
約
内
容
の
適
正
化

④
売
上
代
金
請
求

⑤
売
上
代
金
立
管
支
払

2)クレジットカード方式

③商品購入、サービス享受

⑥
買
上
代
金
請
求

は

こ

う

し

た

場

合

だ

け

で

な

く

消
費
者
信
用
に
も
と
づ
き

生
活
の

あ
た
か
も
消
費
生
活
の
潤
滑
油
の

と
く
利
用
し
て
い
る
面
が
み
ら
れ
ま

す
。

中
に
堂
々
と
定
着
し
て
き
て

い
ま
す
。

多
く
の
人
た
ち
は

ク

レ
ジ

ッ
ト
を

表 1.消費者信用の種類

「 独 ¥'1: )j 式 一一一一一 月賦百貨!占、月 賦小売!苫

| メーカ一系列月販会社
賦 ー寸 系列 )j 孔 一一一 (自動車、家也ミシン等)

」 専1"1機関Ii!l介五式 一一一一一 信版会社、チケ ット発行団体

JJ;'，li1j肱 一一一一 クレジットカードj爪 一一 クレジットカード会社

「 徒燐ローン )j式「ー一_j J"'J7> - ~ /J~' I ti:宅金融、消費財、
金 融機 |均一一一→ ト1 -1I_.HIHk...... ~ . f ' :--_j~ Iサービス購入信問等L ~I 削fロ ーン )i式 」

{パ 版 会 社ー一一一一-tt宅ロ ーン、キャッシング サービ ス

住宅金融専門会社

クレジットカード会社一一ー キャ ッシングサービス、メールローン

生命保険会社 一 一一一一 住宅金融等

質!寸:

サラリー7 ン金融

同 一ー一一一 lI'j:金担保貸付け

他 (社内貸付等)

資料*同l(生活得議会消'1'(者政策部会報告
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1記

(1) 

融

そ

取
引
の
法
的
整
備
が
急
務

消
費
者
信
用
の
仕
組
み

ふめヴ
hv

い

か
、
こ
れ
ら
を
類
型
化
し
ま
す
と

は
形
態
は

多
様
化
し
て
お
り
ま
す

表
ー
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

凶
債
務
取
り
立
て
の
適
正
化

等
六
項
目
で
す
。

こ
れ
ら
の
提
言
に

を
利
用
す
る
機
会
が
ま
す
ま
す
多
く

な
る
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
消
費
と
節

約
と
の
バ
ラ

ン
ス
あ
る
金
銭
感
覚
を

応
え
た
、
消
費
者
信
用
に
関
す
る
法

的
整
備
が
早
急
に
な
さ
れ
る
こ
と
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

持
ち
、
そ
し
て
社
会
人
と
し
て
健
全

な
判
断
力
を
も
っ

「
信
用
あ
る
人
」

と
な
る
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

消
費
者
信
用
取
引
の
利
点
は
、

「
今

買

っ
て
後

で
払
う
」
と
い
う
買
い
や

す
き
に
あ
り
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
ば

な
お
、
消
費
者
信
用
取
引
に
つ
い

て
問
い
合
わ
せ
や
苦
情
は
県
民
生
活

か
り
を
利
用
し
て
い
る
と

限
ら
れ

課
(
宮
富
山
汎
1
4
1
1
1
)ま
た
は

た
収
入
で
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
の

生
活
は
、
破
た
ん
し
か
ね
ま
せ
ん
。

県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

(
宮
富
山
辺

へ
お
問
い

合
わ
せ
く

今
後
は
、

こ
う
し
た
消
費
者
信
用

だ
さ
い
。

(説明)

クレジソトカード会社と加盟j占は、基本的な契約を取りかわしている。

顧為:がクレジ ットカード会社の発行したカードを利用 して購入の申込みを

すると加盟J，5は商品を顧客にヲ|き渡す。加盟l占は、その代金をクレジ y ト

カー ド会社に決済してもらう 。-)j顧客は、代金を直接または銀行を経由

してク レジッ トカード会社に l回で支払う 。

!zl! 及
ぴ
信
用
保
証

③
融
資
依
頼

提携先企業

(釆用車、家官製品等)

〉
分
割
購
入
申
込
み

〈
ロ
ー
ン
に
よ
る

②
信
用
調
査

③
商
品
引
渡
し

(説明)

金融機関 と乗用車、電化製品等の有名メーカ一、ディーラ一等提携先企

業との間にあらかじめ包括的な保証契約が締結されている。 顧客が提傍先

企業に購入の申込みをすると、提t篤先企業は、信用調査を行った上金融機

関に対して融資依頼及ぴ信用保証を行 う。

顧客が、金融機関に融資の申込みを行うと、金融機関から提燐先企業に

融資が実行され、商品を顧客に引き渡す。顧存は、金融機関に分割l返済する 。
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④融資申込み

⑦分割l返済



8月20日
麗県婦人健康大学が開校

健康に関する理解を深めてもらお

うと、 「富山県婦人健康大学」が始ま

り、初日にあたる20日、 富山市の市

町村会館で開講式が行われました。

この日参加したのは各種婦人団体

のリーダーら約150人、河野俊一・金

沢医科大教授らの講義に真剣に聞き

入っていました。

8月20日
麗消費者訴訟に費用貸し付け

消費者保護条例要綱成る

県民生活安定審議会では県消費者

保護条例の要綱を発表しました。

この条例の要綱は①危害商品の停

止・回収等の勧告ができ、勧告に従

わない場合は氏名公表を行える②消

費者の苦情に関し、知事のあ っせん

や苦情処理委員会の調停に付すこと

ができる③消費者の訴訟費用を貸し

つける など消費者保護の方策を

盛り込んでいます。

院長){){)\tm}???????????}}}???????~)~

8月22日
重量高岡産大創設準備に1，200万円

56年度の概算要求に盛り込む

この日聞かれた自民党政調文教部

会と文教制度調査会の合同会議で、

文部省は、 56年度概算要求のなかに

国立高岡産業短大創設準備費として、

総額1，200万円盛り込んでいることを

明らかにしました。

8月24日
寝起第1回県児童クラブ女子

ソフトボール大会開催

27  

8月16白砂9月15巴

午前11時半に プレイボールし たこ

の大会は、 1回戦か ら熱戦を展開、

男子顔負けの強打、好守ぶりを発揮

しました。優勝チームは山王児童ク

ラフゃで、した。

8月28日
関富山空港拡張に27億7千万円

58年開港を目指す富山空港の拡張

整備事業費として、 運輸省は56年度

概算要求に27憶 7千万円盛り込みま

した。

8月29日
麗新幹線加越トンネル試掘着手

日本鉄建公団富山新幹線建設準備

10月の街頭献血日程

日鶴 場 所 時間

1(7J<) 大沢野町役場削 ↑ 2 : 30~15 : 30 
1(7J<) 婦中町役場前 10 : 00~15 ・ 30
2休) 奴鏑町役場前 10 ・ 00~15:30

4出 高岡駅前 10 ・ 00~15 : 30

5(日) 高岡市伏木福祉会舘前 10: 00~15 : 30 
(自治会〉

竹出 富山駅前 10 ・ ∞~16 : 00

12(日)富山西武デパート前 10 : 00~16 ・。。

17閤 新湊市役所前 10:00~15 : 30 
18:土) 高岡駅前 10: 00~15: 30 

事務所は 、富山・ 石川両県を結ぶ長

大(90~ ) トンネルの調査坑のくわ入れ

を福光町人母で行いました。これは

新幹線関係では県内初の大規模な試

掘調査となります。

8月29日-31日
麗北信越国体開幕

北信越地区のスポーツの祭典、第

1回北信越国体か、開催され、31日ま

での 3日間、各競技に熱戦が展開さ

れました。

初日の29日にはサッカーが行われ、

成年男子の部で富山県チームが優勝

し、栃木国体への出場キ ップを手に

しました。

9月1日
~伏木でコンビナート防災訓練

防災の 日にあたるこの日、高岡市

伏木の出光興産伏木油槽所と国分港

で、県石油コ ンビナート等防災訓練

が行われ、関係者ら 650人が本番き

ながらに訓練活動を展開しました。

(関連記事は裏表紙の見返しに掲載)

臼摺 場 所 時間

18:却 魚津サンブフザ前 10: 00~15 : 30 
19(日)富山県庁前(ジャンボヤ 10 : 00~16 :∞ 

ンヴフェスティ/'i)レ〉
21(，}':) 小矢部市役所前 10 : 00~15 ・so

2制て) 立山町商工会館前〈立山 10:ω~15 : 30 

町ライオンズ7ラフ〉
2日土) 富山駅前 10:00~16 ・。。

2日土j 高田駅前 10:00~15 :30 
2日日) 高岡駅前 10: 00~15: 30 

. 

9月4日
寝室国際障害者年(56年)推進

本部が発足

この日、知事を本部長とする第 l

田本部員会議が開かれ、記念キャン

ペーン 、障害者の雇用機会の拡大な

ど、県内での取り 組みについて話し

合われました。

9月9日
麗老人若返り祭り開催(第2回)

県民会館で行われた老人作品展に

は日本画、洋画、手芸など 424点が

出品きれ、出来ばえのすばらしさに

感嘆の声が聞かれました。

9月竹臼
麗県内有権者6千人増(昨年比)

県選挙管理委員会がまとめたとこ

ろによると、 9月10日現荘の有権者

数は男37万2，561人、女41万5，481人

計78万8，412人となリ、昨年の同日

にくらべ5，947人増えました。
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-県ウーマンフェスティバル記会講演

日時/10月19日(日)午後 1時30分

場所/富山市第一生命ビル9階大ホール

講師/上坂冬子さん(評論家)

演題/i80年代の女性」

その他/入場無料

開合先/富山県婦人青少年課

(ft富山31-4111)

・第8回ジャンボ・ヤング・フェスティバル

日時/10月19日(日)午前9時30分~午後4時30分

場所/県庁前公園一帯

行事/写真コンテスト ・人形劇 ・音楽 ・露

活 ・青空古本市・苗木球根販売ほか

間合先/富山県婦人青少年課

(ft富山31-4111)

・フードウィーク特別セール

フー ドウ ィーク(10月1日-14日)を記念

して、期間中、食料品の割ヲli特別セール」

が行われます。

参加協力は小売庖、スーパー、デパート

等県下約2，000庖、ポスターで表示されてい

ます。

・身近な自然のスライド写真を募集

期間/11月1日-30日

フィルム/35ミリ (ラ イカ版)カラースラ イド

フィルム または6x6以上のカラースライ

ドフィノレム

内容/県内の身近な自然の動 ・植物の生態

自然の風影、自然、と人間、環境の変化等

募集作品数/500点

作品の扱い/入選作品はナチュラリストの

自然解説用スライドや展示、自然博物園

センターでの環境教育に使用

謝礼/版権使用料としてL点につき1，000円

応募方法/作品1枚ごとにマウントに氏名、

撮影対象、場所、損影年 ・月 ・日を記入。

間合先/富山県自然保護課

・省エネルギー展開催

日時/10月9日休:)-13日(月)

場所/大和富山居 8階催事場

内容/パネル展示、省エネ・コ ンビュータ

診断、各種アトラクション

間合先/富山県県民生活課

(ft富山31-4111)

・みんなの消費生活展開催

日時/10月9日(木:)-13日(月)

場所/大和高岡庖5階ホール

内容/i消費者保護条例」の説明、相談コー

ナ一、洗剤!の洗浄力テストほか

間合先/富山県県民生活課

(ft富山31-4111)



ネム疋ちの暮らしに欠かせない物のひと

つに照明器具ガあります。最近は種類¥
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明るくしてくれるだけではなく¥暖かく

なごやいだふん囲気、あちついたムード

をかもしだ、してくれます。
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